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４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

自主防災組織の組織率 ％ 82.6

３１
年度

３２
年度

取得方法

100.0 → 環境防災課

100.0

２
６
年
度

２
７
年
度

２８
年度

２９
年度

３０
年度

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

100.0 100.0 100.0 100.0

２７
年度

100.0 100.0

概ね順調
説
明

目標は達成された。今後は自主防
災組織のさらなる活動が展開され
るよう支援していく。

100.0
自主防災組織の整備率（組織自治会/
全自治会）

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調
説
明

目標は達成された。今後は自主
防災組織のさらなる活動が展開
されるよう支援していく。

２
８
年
度

目標は達成された。今後は自主
防災組織のさらなる活動が展開
されるよう支援していく。

２
９
年
度前進なし

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進なし

概ね順調

目標は達成された。今後は自主
防災組織のさらなる活動が展開
されるよう支援していく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調
説
明

目標は達成された。今後は自主
防災組織のさらなる活動が展開
されるよう支援していく。

３
０
年
度

目標は達成された。今後は自主
防災組織のさらなる活動が展開
されるよう支援していく。

前進あり

説
明

２
４
年
度

概ね順調

前進あり 前進あり

前進なし

概ね順調
説
明

目標は達成された。今後は自主
防災組織のさらなる活動が展開
されるよう支援していく。

３
１
年
度 前進なし

説
明

目標は達成された。今後は自主
防災組織のさらなる活動が展開
されるよう支援していく。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

概ね順調

前進あり

説
明

説
明

説
明

単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

概ね順調

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

概ね順調

２９
年度

火災発生件数 件 11 ↘ ↘ 環境防災課

２３
年度

成果指標（２）

取得方法

13 3 14 10

２４
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

概ね順調
説
明

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

7

今年度は、その他火災が1件だけ発生したが、その他
火災の原因となる野焼きについては、回覧や広報によ
り、今後も周知徹底する必要がある。

年間の火災発生件数

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

13 1 6

２
４
年
度

概ね順調
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

説
明

建物火災が若干増えているので、年2回の町消防
団における防火パレード、年末の防火防犯特別警
戒の他に、町民の防火意識をさらに高めるよう広
報・啓発活動を続けていく必要がある。

２
８
年
度

火災発生件数は激減し、年間通しての防火活動の
成果である。今後も年3回の町消防団における防
火パレード、年末の防火防犯特別警戒の他に、町
民の防火意識をさらに高めるよう広報・啓発活動を
続けていく必要がある。

２
９
年
度

概ね順調
説
明

今年度は建物火災4件、その他火災2件が発生し、昨年
より増加したことから、町民の防災意識をさらに高める
ように広報、周知活動を続けていく必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

２
５
年
度

概ね順調
説
明

火災発生件数が夏過ぎから増えはじめ、建物火災
では3名の死亡者が出る最悪な状況である。今後
町民の防火意識をさらに高めるよう広報・啓発活
動を続けて行く必要がある。

３
０
年
度

概ね順調
説
明

その他火災が４件発生し、その火災理由が野焼き
による火災であったため、野焼きについての注意
等、回覧や広報により周知徹底を図る必要があ
る。

３
１
年
度

概ね順調
説
明

今年度は建物火災2件、車両火災1件、その他火災4件
が発生し、昨年より増加したことから、町民の防災意識
をさらに高めるように広報、周知活動を続けていく必要
がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

説
明

概ね順調
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調 その他火災（野焼き）が昨年よりさらに増加してい
ることから、町消防団における防火パレードの他、
職員による町内パトロールを行い、あわせて回覧
や広報により周知徹底を図る必要がある。

３
２
年
度

概ね順調
説
明
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３２年度
目標値 担当課成果指標（３）　P２５ 　問１７④

単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

家庭での防災対策を行っている世帯
割合

48.3 ↗ ↗ 環境防災課％

－ － － － 55.3

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

２８
年度

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

２
３
年
度

概ね順調

説
明

２
４
年
度

アンケートによる割合の把握

達成度の評価と説明

55.0 － － －

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

２
６
年
度

概ね順調

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

３
０
年
度

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進なし

今後も地域の防災訓練や各小学校の訓練
支援等で、家庭での防災対策の必要性を説
明していく必要がある。

概ね順調

説
明

説
明

概ね順調

３
１
年
度

３
２
年
度

概ね順調

前進なし

説
明

成果指標（４）　P２５ 　問１７③
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

前進あり 前進あり

２
７
年
度

３２年度
目標値 担当課

避難所を知っている町民割合 ％ 79.3 90.0 ↗ 環境防災課

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 80.2 － － － 79.1
アンケートで避難路・避難場所を知っていると答える町
民割合（初期値は平成２０年８月のアンケート調査結
果）

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

今後も地域の防災訓練や各小学校の訓練
支援、町ホームページ等で避難所や避難経
路等について周知を行っていく必要がある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし
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説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

今後もいなべ警察や関係機関・
団体と連携して、広報・啓発活
動を続けていく必要がある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

今後もいなべ警察や関係機関・
団体と連携して、広報・啓発活
動を続けていく必要がある。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

今後もいなべ警察や関係機関・
団体と連携して、広報・啓発活
動を続けていく必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

今後もいなべ警察や関係機関・
団体と連携して、広報・啓発活
動を続けていく必要がある。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

今後もいなべ警察や関係機関・
団体と連携して、広報・啓発活
動を続けていく必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

今後もいなべ警察や関係機関・
団体と連携して、広報・啓発活
動を続けていく必要がある。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

今後もいなべ警察や関係機関・
団体と連携して、広報・啓発活
動を続けていく必要がある。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

今後もいなべ警察や関係機関・
団体と連携して、広報・啓発活
動を続けていく必要がある。

前進あり

147 117 94 刑法犯の年間認知件数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

182 166 175 249 171

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

刑法犯認知件数 件 187 ↘ ↘ 町民課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

今後も交通安全教室・運動等の
地道な活動を継続していく必要
がある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

今後も交通安全教室・運動等の
地道な活動を継続していく必要
がある。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

今後も交通安全教室・運動等の
地道な活動を継続していく必要
がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

今後も交通安全教室・運動等の
地道な活動を継続していく必要
がある。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

今後も交通安全教室・運動等の
地道な活動を継続していく必要
がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

今後も交通安全教室・運動等の
地道な活動を継続していく必要
がある。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

今後も交通安全教室・運動等の
地道な活動を継続していく必要
がある。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

今後も交通安全教室・運動等の
地道な活動を継続していく必要
がある。

前進あり

667 757 694 年間の交通事故の発生件数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

682 635 634 716 738

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

交通事故発生件数 件 539 ↘ ↘ 建設課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課
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説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

初期値より満足度が微増しているが、目標
値に達していないため、今後も効果的な整
備を継続していく必要がある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり

- - - 29.1 アンケートで町の交通安全対策について満足と答える町民
割合（初期値は平成２０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

- - - - 25.3

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の交通安全対策についての満足度 ％ 24.5 37.5 50.0 建設課

成果指標（３）　P２３ 　問１６③
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

消費生活相談窓口9件と町民
課での対応件数は16件であ
ることから計25件。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

消費生活相談窓口13件

３
１
年
度

概ね順調

説
明

消費生活相談窓口４件と町民課
での対応件数は５２件であるこ
とから計５６件。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

消費生活相談窓口2件と町民課
での対応件数は15件であること
から計17件。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

消費生活相談窓口７件と町民課
での対応件数は35件であること
から計42件。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

消費生活相談窓口2件と生活環
境課での対応件数は15件であ
ることから計17件。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

消費生活相談窓口2件と生活環
境課での対応件数は5件である
ことから計7件。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

消費生活相談窓口15件と町民
課での対応件数は30件であるこ
とから計45件。

前進あり

45 42 56
年間の消費者相談の件数
（周知は十分であると考える。）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

8 17 17 13 25

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

消費者相談件数 件 6 10 10 町民課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

小学6年生228人（6校）、中学2年生214
人（2校）、5シニアクラブ163人に実施。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

小学6年生（6校）、中学2年生（2校）、民
生委員児童委員（30人）実施。来年度
からは各シニアクラブへの講座も取り入
れる。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

小学6年生57人(2校）、中学2年生128
人(1校)、６自治会157人、出前講座64
人（１シニアクラブ）に実施。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

小学6年生（5校）、中学2年生（2校）実
施。来年度からは、高齢者等に直接か
かわりのある民生委員の講座も取り入
れる。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

小学6年生156人(5校）、中学2年
生223人(2校)、７シニアクラブ
118人(4クラブ)に実施。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

シニアクラブの協力のもと3地区（笹尾
老人クラブ、長深シニアクラブ、中上老
人会）で実施している。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

シニアクラブの協力のもと4地区（穴太、
八幡新田、南大社、長深）で実施してい
る。【50人×８地区（27年度）、50人×１
３地区（32年度）】

２
８
年
度

概ね順調

説
明

小学6年生220人(6校）、中学2年
生222人(2校)、７シニアクラブ
250人に実施。

前進あり

15 11 10
消費生活講座　Ｈ２５対象者を高齢者以外にも拡
大　参加者数から講座の回数に目標を変更

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

203
4

187
3

7 9 13

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

高齢者向け消費生活講座
人

回数 48
400
12

650
12

町民課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

住宅用地の開発に伴い、本年
度は住宅建築が増加した。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

住宅用地の開発に伴い、本年
度は住宅建築が増加した。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

住宅用地の開発に伴い、本年
度は住宅建築が増加した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

例年並みの着工件数である１０
０軒前後の数値であった。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

住宅用地の開発に伴い、本年
度は住宅建築が増加した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

住宅用地の開発に伴い、本年
度は住宅建築が増加した。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

近年の経済状況により、ここ数
年１００軒前後で推移している。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

住宅用地の開発に伴い、本年
度は住宅建築が増加した。

前進あり

128 193 208 年間の住宅着工件数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

106 150 95 110 111

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

住宅着工件数 件 102 105 105 建設課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成２７年度は、山田４工区０．０６ｋ㎡の一筆地調査、穴太
５工区０．０８㎢の閲覧及び山田３工区０．０４ｋ㎡の認証請
求を行ったが、登記完了には至らず、登記完了面積は３．５
８ｋ㎡、進捗率は１８．２％にとどまった。
今後は、未登記工区の積極的な早期解消に努める。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

平成２６年度は、山田３工区０．０４ｋ㎡・穴太５工区０．０８ｋ㎡の一筆地調査と、山田３工

区・長深３工区０．１１ｋ㎡の閲覧を行い、六把野新田２工区３ブロック及び六把野新田３工

区の登記を完了した。

一筆地調査完了面積は、６．８５ｋ㎡、進捗率は３４．８％となった一方、登記完了面積は、

３．５８ｋ㎡、進捗率は１８．２％とかなり低い。

今後も引き続き、新規地区での地籍調査の実施と、遅延地域の積極的な早期解消に努め

る。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

平成30年度は、とういんハイブリッドパーク（0.14ｋ㎡）の地籍調査
を行い、鳥取1工区4ブロックその3（0.10ｋ㎡）の再調査から閲覧
を行った。
　登記完了面積は22.92％となった。今後も認証遅延工区の早期
解決、早期完了に努める。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

平成２５年度は長深３工区0.11Ｋ㎡の一筆地調査を行い、
鳥取２工区及び稲部工区3ブロックの登記を完了した。六把
野新田３工区については認証請求中である。今後も引き続
き遅延地域の早期解消に努める。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

平成２９年度は北大社２工区0.11k㎡の境界立会い・地籍測量、鳥取１工区４ブ

ロック（その２）0.10k㎡の再調査から閲覧を行った。長深１工区については登記

を完了した。

登記完了面積は3.94k㎡、進捗率は20.0％となった。今後も認証遅延工区の早

期解決、早期完了に努める。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

市街化調整区域である六把野新田３工区の
0.15㎢の一筆地調査を行い、２月に閲覧を
行うことで早期認証・早期完了が見込まれ
る。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

平成２３年度は中上地区を予定しており、調査対象範囲を
0.52㎢としていたが、一部調査範囲を0.06㎢拡大した為、進
捗率が向上した。しかしながら、境界立会い6.45㎢に対し、
認証2.90㎢、登記完了2.39㎢となっており、今年度立会い
（中上地区0.58㎢km2）を除く5.87㎢の未認証・未登記を早
期に解消していく必要がある。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

平成２８年度は北大社２工区0.11k㎡の調査図素図の作成、山田４工区0.06k

㎡の閲覧、鳥取１工区４ブロック（その１）0.11k㎡の再調査から閲覧を行った。

山田３工区と長深１工区は認証を受け、山田３工区は登記を完了した。

登記完了面積は3.62k㎡、進捗率は18.4％となった。今後も認証遅延工区の早

期解決、早期完了に努める。

前進あり

18.4 20.0 22.9

対象面積に対する進捗割合
町面積22.68㎢－除外地区（河川等）3.00㎢＝対象面積19.68
㎢に対する一筆地調査面積6.91㎢（境界立会い）の割合
　※平成２７年度に目標値の取得方法の見直しを行った
　　対象面積19.68㎢に対する登記完了面積3.58㎢の割合

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

32.8 33.6 34.1 34.8 18.2

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

地籍調査の進捗率 ％ 26.1
42.9
18.2

55.6
35.1

産業課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

退去者があったが、入居募集に
対し複数の募集があり概ね順調
である。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

退去者があったが、入居募集に
対し複数の募集があり概ね順調
である。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

退去者があったが、入居募集に対
し複数の募集があり概ね順調であ
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

退去者があったが、入居募集に
対し複数の募集があり概ね順調
である。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

退去者があったが、入居募集に対
し複数の募集があり概ね順調であ
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

退去者があったが、入居募集に
対し複数の募集があり概ね順調
である。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

退去者があったが、入居募集に
対し複数の募集があり概ね順調
である。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

退去者があったが、入居募集に対
し複数の募集があり概ね順調であ
る。

前進あり

100 100 100 町営住宅の入居率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

100 100 100 100 100

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町営住宅入居率 ％ 100 100 100 建設課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■

■

■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴い歩道
の整備も進んでいる。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴い歩道
の整備も進んでいる。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

新たな整備を行っていないため前年度と変
わらない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴い歩道
の整備も進んでいる。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

歩道のない道路の移管を受けたこと等に伴
い、微量ではあるが減に転じている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴い歩道
の整備も進んでいる。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴い歩道
の整備も進んでいる。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴い歩道の
整備も進んでいる。

前進あり

10.2 10.1 10.1 町内道路の歩道の整備率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

9.2 9.8 10.0 10.1 10.2

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

歩道整備率 ％ 9.0 10.2 11.2 建設課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

主要な生活道路、バイパス的役
割を持った道路の整備を進めて
いる。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

主要な生活道路、バイパス的役
割を持った道路の整備を進めて
いる。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

主要な生活道路や、幹線道路
の整備を進めている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

主要な生活道路、バイパス的役
割を持った道路の整備を進めて
いる。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

主要な生活道路や、幹線道路
の整備を進めている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

主要な生活道路、バイパス的役
割を持った道路の整備を進めて
いる。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

主要な生活道路、バイパス的役
割を持った道路の整備を進めて
いる。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

主要な生活道路、バイパス的役
割を持った道路の整備を進めて
いる。

前進あり

61.0 61.3 61.3 町道の改良率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

59.9 60.7 60.7 60.9 60.9

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町道改良率 ％ 59.2 60.4 61.4 建設課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

オレンジバスの必要性・利便性向上は高く求め
られているが、現行ルートに対する評価が低い
値である。利用ニーズに即したルート等に改善
し、乗車人員の増と満足度の向上を図る。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり

－ - - 22.4
アンケートで町の公共交通機関について満足と答える
町民割合（初期値は平成２０年８月のアンケート調査
結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 29.3

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

公共交通機関（三岐鉄道、路線バス、コミュニ
ティバス）の便利さについての満足度 ％ 33.5 40 50 政策課

成果指標（４）　P１３ 　問１０②
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成20年度調査より下降しておりますが、平
成28年8月には東員インターの開通、県道
の念仏橋附近の改良工事も完了することか
ら今後上昇すると見込まれる。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり

- - - 24.8
アンケートで町の道路の整備状況について満足と答え
る町民割合（初期値は平成２０年８月のアンケート調査
結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 39.6

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の道路の整備状況についての満足
度

％ 49.3 62.5 75.0 建設課

成果指標（３）　P１２ 　問１０①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■

■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成26年度の特定健康診査の結果による特定保健指導の
受診率で、前年度より減少。健康増進に関する情報提供及
び意識啓発に努め、さらなる勧奨を行う必要がある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

平成25年度の特定健康診査の結果による特定保健指導の
受診率で、前年度より 6.8％の減少。健康増進に関する情
報提供及び意識啓発に努め、さらなる勧奨を行う必要があ
るが、対象者数の減少（5人減）も成果指標の達成度に影響
している。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

平成29年度の特定健康診査の結果により特定保健指導を実施し
ます。受診率は、確定作業中のため未確定となっています。
今後も、健康増進に関する情報提供及び意識啓発に努め、さら
なる勧奨を行う必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

平成24年度の特定健康診査の結果による特定保健指導
（H26.4月中旬～9月中旬）の受診率で、前年度より 2.1％の
増加。
今後も健康増進に関する情報提供及び意識啓発に努め、さ
らなる勧奨を行う必要がある。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

平成28年度の特定健康診査の結果により特定保健指導を実施し
ます。受診率は、確定作業中のため未確定となっています。
今後も、健康増進に関する情報提供及び意識啓発に努め、さら
なる勧奨を行う必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

平成23年度の特定健康診査の結果による特定保健指導（H25.4月中旬

～9月中旬）の受診率で、前年度より 0.6％の減少。

電話等にて受診勧奨を行ったが参加につながらない。健康増進に関す

る情報提供及び意識啓発に努め、さらなる勧奨を行う必要がある。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

7.6％減少した。電話等で勧奨したが参加につなが
らない。健康増進に関する情報提供及び意識啓発
に努め、さらなる勧奨を行う必要がある。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

平成27年度の特定健康診査の結果による特定保健指導の受診
率で、前年度より2.3％増加。健康増進に関する情報提供及び意
識啓発に努め、さらなる勧奨を行う必要がある。

前進あり

9.2 9.3 未確定 特定保健指導健康診査の受診率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

12.4 11.8 13.9 7.1 6.9

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

特定保健指導受診率 ％ 20 55 65 保険年金課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

マタニティ教室は95人、離乳食教室は86人、すくすく教室は99人が受

講。乳幼児家庭全戸訪問を早期に進め、今後も継続して啓発するととも

に、妊娠届出時に積極的にマタニティ教室の参加を促していく必要があ

る。また、保健師、栄養士による育児相談及び栄養相談を実施しており

延べ403人の参加が得られた。（平成28年3月末現在）

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

マタニティ教室は56人、離乳食教室は73人、すくすく教室は97人が受

講。乳幼児家庭全戸訪問を早期に進め、今後も継続して啓発するととも

に、妊娠届出時に積極的にマタニティ教室の参加を促していく必要があ

る。また、保健師、栄養士による育児相談及び栄養相談を実施しており

延べ238人の参加が得られた。（平成27年3月末現在）

３
１
年
度

概ね順調

説
明

マタニティ教室は48人、離乳食教室は142人が受講。事業の効果
を高めるため教室内容を見直しした。（ふれあい読書→らっこひろ
ば、こあら教室→親子相談）。保健師や栄養士等による育児相談
を実施しており延べ494人の参加が得られた。（平成31年3月末現
在）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

マタニティ教室は68人、離乳食教室は66人、すくすく教室は94人が受

講。乳幼児家庭全戸訪問を早期に進め、今後も継続して啓発するととも

に、妊娠届出時に積極的にマタニティ教室の参加を促していく必要があ

る。また、平成23年度から保健師、栄養士による育児相談及び栄養相

談を実施、延べ179人の参加が得られた。（平成26年3月末現在）

３
０
年
度

概ね順調

説
明

マタニティ教室は55人、離乳食教室は115人が受講。事業の効率
化、スタッフ不足等により実施回数を見直した教室があった（離乳
食教室12→9回、すくすく教室5回→休止）。、保健師や栄養士等
による育児相談を実施しており延べ414人の参加が得られた。
（平成30年3月末現在）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

マタニティ教室は54人、離乳食教室は68人、すくすく教室は72人が受

講。乳幼児家庭全戸訪問を早期に進め、今後も継続して啓発するととも

に、妊娠届出時に積極的にマタニティ教室の参加を促していく必要があ

る。また、平成23年度から保健師による育児相談を実施、延べ118人の

参加が得られた。（平成25年1月末現在）

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

マタニティ教室は81人、すくすく相談は91人、離乳食教室は81人が受

講。乳幼児家庭全戸訪問を早期に進め、今後も継続して啓発するととも

に、妊娠届出時に積極的にマタニティ教室参加を促していきたい。また、

平成23年度から保健師による育児相談を実施、延べ130人の参加が得

られた

２
８
年
度

概ね順調

説
明

マタニティ教室は63人、離乳食教室は161人、すくすく教室は65人
が受講。平成28年度よりニーズの高かった離乳食教室につい
て、回数を増やした（6→12回）。また、保健師や栄養士等による
育児相談を実施しており延べ431人の参加が得られた。（平成29
年3月末現在）

前進あり

720 584 779 母子保健事業への年間参加者数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

383 312 407 464 683

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

母子教室への参加者数 人 286 340 350 健康づくり課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■ ■

■

■

■

■

■

■
■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

0.196本減（86本/237人）となった。目標値を
達成したため、今後も幼児歯科健診等の受
診勧奨を行い、この数値を維持する必要が
ある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

0.12本の増（総数130本/233人）。対象者中
5.2％の子が虫歯5本以上であり、その子ら
だけで虫歯総数の65.4％を占めることから、
段階的な対策を図る必要がある。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

0.199本減（99本/246人）となった。受診者246人
中221人には虫歯がなく、虫歯のあった者１人当
たりの虫歯数平均が3.96本であるため、格差を
是正する取組が必要である。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

0.188本減となった。今後も幼児歯科健診等
の受診率増加を図るため受診勧奨を行い、
さらに虫歯数の減少を図る必要がある。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

0.101本増（134本/223人）となった。受診者223
人中190人には虫歯がなく、虫歯のあった者１人
当たりの虫歯数平均が4.06本であるため、格差
を是正する取組が必要である。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

平成25年1月末現在、0.215本の減。
今後も歯科口腔保健の推進のため、幼児歯科健
診等の受診率向上を図るための受診勧奨を行い、
さらに虫歯数の減少を図る必要がある。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

0.046本減となった。対象者1人の虫歯数に
より大きく変動するものの、幼児歯科健診等
の受診率増加を図るため受診勧奨を行い、
さらに虫歯数の減少を図る必要がある。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

0.14本増（101本/201人）となった。目標値を達成
しているため、今後も幼児歯科健診等の受診勧
奨を行い、この数値を維持する必要がある。

前進あり

0.502 0.601 0.402 幼児健診の歯科検診で虫歯の保有数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

0.841 0.626 0.438 0.558 0.362

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

虫歯数（3歳児1人あたり） 本 0.887 0.650 0.550 健康づくり課

成果指標（４）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

周知不足解消のため、広報・HP以外に自治会回覧で周知を行った結

果、年間4回、8件の相談があった。予約過多となり保健所に対応依頼し

たケースもあり、周知方法は一定の効果があったと考えられる。指標の

相談参加者数は相談枠が限られている（3件×4回＝12件/年間）ため、

目標値等の再考が必要。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

年間4回開催し延べ3件の相談。町民カレンダー、広報とういん、ホーム

ページ等で周知を図っているが、実施日に相談がない場合もあった。今

後、他事業の案内を利用するなど、自殺対策予防の啓発とともに広く周

知する必要がある。必ずしも参加者が多ければ良いという事ではないの

で、指標の再設定を検討するものの、周知不足を解消するため27年度

より自治会回覧でも周知する。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

前年と比較すると、相談参加者が減少した。自殺対策予防の啓
発とともに広く周知する必要があるが、必ずしも参加者が多けれ
ば良いという事ではないので、指標の再設定を検討する。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

年間４回開催し。延べ9件の相談。町民カレンダー、広報とういん、ホー

ムページ等で周知を図っているが、実施日に相談件数１件だけのときも

あった。今後、他事業の案内を利用するなど、自殺対策予防の啓発とと

もに広く周知する必要がある。必ずしも参加者が多ければ良いという事

ではないので、指標の再設定を検討する。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

前年に引き続き、広報、HP、自治会回覧で周知を行った結果、希
望者多数であったため、急遽実施回数を１回増やし年間5回とし
た。指標の相談参加者数は相談枠が限られている（12件/年間）
こと及び相談参加者数が多いことが当施策の成果であるのか指
標の適正性に疑念があることより、目標値等の再考が必要。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

平成25年1月末現在、年間４回開催のうち、３回実施済み。町民カレン

ダー、広報とういん、ホームページ等で周知を図っているが、参加希望も

少なく、当日キャンセルなどもあり、実施日に相談件数１件だけのときも

あった。今後、他事業の案内を利用するなど、自殺対策予防の啓発とと

もに広く周知する必要がある。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

8人減少した。町民カレンダーや広報とういん、ホー
ムページ等で周知を図っているが、参加希望は少
なく、開催に至らないこともあった。今後、他事業の
案内とともに周知するなど、目に留まる機会を増や
す必要がある。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

周知不足解消のため、広報・HP以外に自治会回覧で周知を行っ
た結果、年間4回、8件の相談があり、周知方法は一定の効果が
あったと考えられる。指標の相談参加者数は相談枠が限られて
いる（3件×4回＝12件/年間）ため、目標値等の再考が必要。

前進あり

8 12 5 年間のこころの健康相談参加数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

8 5 9 3 8

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

こころの健康相談参加者数 人 16 34 44 健康づくり課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

初期値から4.3ポイント上昇していることはあ
る程度評価できるが、中間目標値に達しな
かったため、目標値達成に向け、より効果的
なインセンティブ等検討する。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり

- - - 70.6
アンケートで日頃、健康増進のための取り組み（運動や食生
活の改善など）をしていると答える町民割合（初期値は平成２
０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 59.1

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

日頃、健康増進のための取り組み（運動
や食生活の改善など）をしている人の率

％ 54.8 65.0 70.0 健康づくり課

成果指標（５）　P３５ 　問２３④
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

初期値から5.1ポイント上昇していることはある程度
評価できるが、中間目標値に達しなかったため、目
標値達成に向け、地域医療構想等を踏まえ在宅医
療制度など身近な医療体制の周知に努める。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり

- - - 17.1 アンケートで町の医療体制について満足していると答える町
民割合（初期値は平成２０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 35.0

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の医療体制について満足している
人の率

％ 29.9 44.0 50.0 健康づくり課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）　P３４ 　問２３①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

初期値の設定なし。
スムーズな医療が享受できるよう、
かかりつけ医制度の周知に努め
る。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり

- - - 76.1
かかりつけ医を持っている町民の割合
（将来の把握）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 62.8

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

かかりつけ医を持っている町民割合 ％ － ↗ ↗ 健康づくり課

成果指標（２）　P３６ 　問２３⑤
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は、登録団体数とともに目標値を達成し
ている。(ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動支
援は行政での棲み分けが必要。)

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は、登録団体数とともに目標値を達成し
ている。(ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動支
援は行政での棲み分けが必要。)

３
１
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は登録団体数と共に目標値を達成して
いる。（ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動
支援は行政での棲み分けが必要。）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は、登録団体数とともに目標値を達成し
ている。(ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動支
援は行政での棲み分けが必要。)

３
０
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は登録団体数と共に目標値を達成して
いる。（ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動
支援は行政での棲み分けが必要。）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は、登録団体数とともに目標値を達成し
ている。(ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動支
援は行政での棲み分けが必要。)

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は、登録団体数とともに目標値を達成し
ている。(ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動支
援は行政での棲み分けが必要。)

２
８
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は登録団体数と共に目標値を達成して
いる。（ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動
支援は行政での棲み分けが必要。）

前進あり

3,697 4,078 3,880
とういん市民活動支援センターへの登録
者数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

2,029 2,153 2,019 2,158 4,191

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

ボランティア登録者数 人 1,088 1,300 1,500 町民課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

とういん市民活動支援センターや関係機関・
団体と連携してNPO法人数増加に努めま
す。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

認証法人数は概ね維持されている。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

とういん市民活動支援センター
や関係機関・団体と連携して
NPO法人数増加に努めます。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

認証法人数は概ね維持されている。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

とういん市民活動支援センター
や関係機関・団体と連携して
NPO法人数増加に努めます。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

認証法人数は概ね維持されている。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

認証法人数は概ね維持されている。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

とういん市民活動支援センター
や関係機関・団体と連携して
NPO法人数増加に努めます。

前進あり

1 1 2 福祉関係認証NPOの法人数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

4 5 5 3 3

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

認証NPO法人数
団
体

3 4 5 町民課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は、登録団体数とともに目標値を達成し
ている。(ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動支
援は行政での棲み分けが必要。)

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は、登録団体数とともに目標値を達成し
ている。(ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動支
援は行政での棲み分けが必要。)

３
１
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は登録団体数と共に目標値を達成して
いる。（ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動
支援は行政での棲み分けが必要。）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は、登録団体数とともに目標値を達成し
ている。(ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動支
援は行政での棲み分けが必要。)

３
０
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は登録団体数と共に目標値を達成して
いる。（ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動
支援は行政での棲み分けが必要。）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は、登録団体数とともに目標値を達成し
ている。(ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動支
援は行政での棲み分けが必要。)

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は、登録団体数とともに目標値を達成し
ている。(ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動支
援は行政での棲み分けが必要。)

２
８
年
度

概ね順調

説
明

登録者数は登録団体数と共に目標値を達成して
いる。（ボランティアと市民活動と混同した支援と
なっており、ボランティア支援は社協、市民活動
支援は行政での棲み分けが必要。）

前進あり

60 69 72
とういん市民活動支援センターへの登録
団体数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

69 72 68 69 63

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

ボランティア登録団体数
団
体

42 60 65 町民課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■ ■

■

■

■

■

■ ■

■

■

■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

会員数について、減少傾向にあるため、更
に住民や会員に対し、事業の周知活動や情
報発信等を行う。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

会員数について、減少傾向にあるため、更
に住民や会員に対し、事業の周知活動や情
報発信等を行う。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

会員数について、減少傾向にあるため、更に住
民や会員に対し、事業の周知活動や情報発信
等を行う。（参考：特別会員436）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

会員数について、目標値に達成しているが、
今後も更に住民や会員に対し、事業の周知
活動や情報発信等を行う。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

会員数について、減少傾向にあるため、更に住
民や会員に対し、事業の周知活動や情報発信
等を行う。（参考：特別会員411）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

会員数について、目標値に達していない、今
後も更に住民や会員に対し、事業の周知活
動や情報発信等を行う。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

会員数について、目標値に達成しているが、
今後も更に住民や会員に対し、事業の周知
活動や情報発信等を行う。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

会員数について、減少傾向にあるため、更に住
民や会員に対し、事業の周知活動や情報発信
等を行う。

前進あり

5,695 5,591 5,581 社会福祉協議会の会員数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

5,836 5,714 5,902 5,795 5,748

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

社会福祉協議会会員数 人 5,693 5,800 5,800 地域福祉課

成果指標（４）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴
い歩道の整備も進んでいる。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴
い歩道の整備も進んでいる。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

新たな整備を行っていないため
前年度と変わらない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴
い歩道の整備も進んでいる。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

歩道のない道路の移管を受け
たこと等に伴い、微量ではある
が減に転じている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴
い歩道の整備も進んでいる。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴
い歩道の整備も進んでいる。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

微量ではあるが、道路改良に伴い
歩道の整備も進んでいる。

前進あり

10.2 10.1 10.1 町道の歩道整備率（再掲）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

9.2 9.8 10.0 10.1 10.2

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

歩道整備率 ％ 9.0 10.2 11.2 建設課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

人権擁護委員や関係機関と連携して、広
報・啓発活動を続けていく

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

人権擁護委員や関係機関と連
携して、広報・啓発活動を続け
ていく

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

人権擁護委員や関係機関と連
携して、広報・啓発活動を続け
ていく

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

人権擁護委員や関係機関と連
携して、広報・啓発活動を続け
ていく

前進あり

- - - 11.4
アンケートで、町の人権教育・啓発に関する取り組みについ
て満足と答える町民割合（初期値は平成２０年８月のアン
ケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

- - - - 11.7

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の人権教育・啓発に関する取り組
みについての満足度

％ 12.6 30 50 町民課

成果指標（３）　P４８ 　問３１①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

公共施設のバリアフリー化は行なっているも
のの、満足度が減少傾向にある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり

－ － － 10.9
アンケートで町のバリアフリー化への取り組み（公共施設などの段差解消、障がい
者にも使いやすい施設の整備など）について満足していると答える町民割合（初
期値は平成20年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 24.4

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町のバリアフリー化への取り組み（公共施設などの段差
解消、障がい者にも使いやすい施設の整備など）につい
て満足している率

件 28.5 ↗ ↗ 地域福祉課

成果指標（２）　P３７ 　問２４①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成２９年４月からの新しい総合事業・
介護予防事業に向けて精査する必要が
ある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

介護予防事業の拡大により、参加者は
増加しているが、今後は、総合事業に
向けて企画・運営を推進する必要があ
る。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

地域住民が主体的に取り組む介護予防は、
徐々に拡がりつつあり、参加者数も増加傾向に
ある。しかしながら、地域差があるため、今後も
更に活動団体を増やす必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

介護予防事業の参加者は増加し目標
値には達しているが、今後も参加しやす
い事業の企画・運営に努めていく必要
がある。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

これまでの介護予防事業は、参加者の拡がりが
ないことから事業の見直しを行った。地域住民
が主体となり、効果的、効率的な取り組みを更に
推進する必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

介護予防事業（一次予防事業）の参加者は
増加し、既に中間目標値は超えているが、さ
らなる効果的な事業を行い、介護予防の推
進に努めなければならない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

介護予防事業の参加者については、少しず
つ増加している。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

介護予防事業への参加者数は増加しているも
のの、対象者となる高齢者数と比較すると低い。
また参加者が固定化されている状況にあり、事
業の精査が必要である。

前進あり

2,929 2,631 5,812
介護予防（一般高齢者施策）事業の参加者数地
域住民の主体による介護予防活動の参加者数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

1,747 1,800 1,885 2,887 2,870

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

介護予防（一般高齢者施策）事業の
参加者数

人 1,284 1,600 1,900 長寿福祉課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

シルバー人材センター会員数は、会員募集
の取り組みにより若干増加となっております
が、高齢者も増加しており、高齢者の社会参
加と就業機会は横ばいの状況と思われる。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

高齢者は増加しているものの、シルバー人
材センター会員数は横這いの傾向で推移し
ており、高齢者の社会参加と就業機会は若
干後退しているものと思われる。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

シルバー人材センター会員数について、微
減している。本町の高齢者数の増加状況か
ら考えるとあまり前進がみられない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

高齢者は増加しているが、シルバー人
材センター会員数は減少傾向となって
おり、高齢者の社会参加と就業機会は
若干後退しているものと思われる。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

シルバー人材センター会員数について、微
増しているが本町の高齢者数の増加状況
から考えるとあまり前進がみられない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

高齢者は増加しているものの、シルバー人
材センター会員数は減少しており、高齢者
の社会参加と就業機会の増加は若干後退
しているものと推測する。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

シルバー人材センター会員数につい
て、微増しているが本町の高齢者数の
増加状況から考えるとあまり前進がみ
られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

高齢者は増加しているものの、シルバー人材セ
ンター会員数は減少しており、高齢者の社会参
加と就業機会の増加は若干後退しているものと
思われる。

前進あり

274 305 293 シルバー人材センターの登録者数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

274 274 256 257 283

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

シルバー人材センター会員数 人 273 300 - 長寿福祉課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

シニアクラブの加入率は、減少傾向と
なっており、高齢者の増加が主な要因と
考えられる。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

シニアクラブの加入率は減少傾向にありま
す。要因としては、急激な高齢者の増加によ
るものと考えられる。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

加入率、加入者数共に前年度より減少し
た。継続してクラブ数、会員数増に向けた
取組みが必要である。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

シニアクラブの加入率は減少傾向となって
いる。高齢者の急激な増加が主な要因と考
えられる。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

平成29年度末までに新たな単位クラブが1
箇所増となったが、加入率は減少した。継
続してクラブ数、会員数増に向けた取組み
が必要である。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

シニアクラブの加入率は、初期値より減少し
ているが、高齢者の急激な増加が主な要因
と考えられる。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

シニアクラブについては、平成２２年度から対象者の年齢を
６０歳以上に変更したため、「初期値」「目標値」の変更を
行った。
シニアクラブの加入者数については、平成２１年度から平成
２３年度に２２人増加しているが、加入率については、６０歳
以上人数の急激な増により３ポイントの低下となっている。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

シニアクラブ加入率は、減少傾向であるが、加
入者数増へ取り組み、平成28年度末に新たな単
位クラブが４ヵ所増となった。継続してクラブ数、
会員数増に向けた取組みが必要である。

前進あり

25.8 24.6 23.7 シニアクラブの加入率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

31.2 32.0
28.5
28.6

27.9
27.6

27.9
26.8

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

シニア老人クラブ加入率 ％ 34.1 40 － 長寿福祉課

成果指標（４）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

要介護認定率は、介護予防事業等により予
防や閉じこもり防止に取り組んだ結果、減少
傾向にある。しかしながら今後、後期高齢者
が増加することから今後の増加が懸念され
る。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

要介護認定率は、介護予防事業を身近な地
域で開催するなど参加しやすい事業に取り
組んだ結果、減少傾向にあります。高齢者
福祉の推進に向けて前進していると考える。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

認定率は前年度より下がり、全国、県の平均と
比較してもかなり低い数値で推移している。引き
続き、介護予防の普及啓発に努め、健康寿命の
延伸を図る必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

要介護認定率は減少傾向にあるが、介護が
必要な高齢者等に対する認定は適切に行っ
ている。介護予防事業等を含め、高齢者福
祉の推進に向けては前進していると考える。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

認定率は前年度と同数値であり、全国、県の平
均と比較してもかなり低い数値で推移している。
引き続き、介護予防の普及啓発に努め、健康寿
命の延伸を図る必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

要介護認定率は、初期値から減少しているもの
の、介護予防事業の効果的な側面を勘案すると介
護が必要な高齢者等に対する認定は適切に行っ
ていることから、施策の実現に向けては前進してい
るしているものと考えられる。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

要介護認定率については、微増はしている
が概ね横ばいに推移している。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

認定率は、年々降下傾向にあり、全国、県の平
均と比較しても、かなり低い数値で推移してい
る。引き続き、介護予防の普及啓発に努め、健
康寿命の延伸を図る必要がある。

前進あり

10.6 10.6 10.4 ６５歳以上の要介護の認定率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

12.3 12.5 11.9 11.5 11.0

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

65歳以上要介護認定率 ％ 12.8 14.9 → 長寿福祉課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成21年度初期値65.1%から4.3ポイント
上昇し、ほぼ中間目標値70.0%には達
し、健康維持への取り組みをしている高
齢者の割合は増加している。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（令和２年度予定）まで結果
が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結
果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結
果が見られない。

前進あり

－ － － 80.0
アンケートで日頃、健康増進のための取り組み（運動や食生活の改善
など）をしていると答える６０歳以上の割合（初期値は平成２０年８月
のアンケート調査結果の６０代・７０代の平均値）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 69.4

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

健康維持への取り組みをしている高
齢者割合

％ 65.1 70.0 75.0 長寿福祉課

成果指標（５）　P３６ 　問２３④
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明 初期値の設定なし。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。
（参考：相談支援事業に対する満足度は30.0％）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり

－ － －
障害福祉計画策定時に、障がいのある方を対象にアンケー
ト調査を実施し、サービスに満足しているとした人の割合を
求める

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 18.1

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

障がい福祉サービスに対する満足度 ％ - ↗ ↗ 地域福祉課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）　P４０ 　問２７①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

昨年同様、悪質滞納者への滞納処分を執行し収
納率の向上に努めています。また、今後も収納率
向上のため、口座振替の一層の加入促進や、いつ
でも納付できるコンビニエンスストアでの納付の利
用推進を図ります。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

昨年同様、悪質滞納者への滞納処分を執行し収
納率の向上に努めている。今後さらに滞納整理を
進めるため滞納整理システムの導入を決定し、平
成２６年度導入に向け予算化を行った。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

昨年同様、未納者への滞納処分を強化し収納率の向
上に努めています。
また、今後も収納率向上のため、口座振替の一層の加
入促進や、コンビニエンスストアでの納付の利用推進を
図ります。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

昨年同様、悪質滞納者への滞納処分を執行し収
納率の向上に努めている。今後さらに滞納整理を
進めるため滞納整理システムの導入を決定し、平
成２６年度導入に向け予算化を行った。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

昨年同様、悪質滞納者への滞納処分を強化し収納率
の向上に努めています。
また、今後も収納率向上のため、口座振替の一層の加
入促進や、コンビニエンスストアでの納付の利用推進を
図ります。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

昨年同様悪質滞納者への滞納処分を執行しており、収納率
県内１位は堅持している。
しかし、現行のシステムでは滞納整理における経緯等の管
理に限界があり、新たな滞納システムの導入に向け検討が
必要であると考える。（税務課導入済み）

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

悪質滞納者等への預金差押えの執行を強化して
おり、昨年度同様県内１位を維持しつつ目標達成
に向け努力している。しかしながら、最終目標値９
８％の達成には更なる体制強化が必要であると考
える。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

昨年同様、悪質滞納者への滞納処分を執行し収納率
の向上に努めています。
また、今後も収納率向上のため、口座振替の一層の加
入促進や、コンビニエンスストアでの納付の利用推進を
図ります。

前進あり

97.56 98.27 98.01 国民健康保険料の収納率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

97.42 97.46 97.15 97.38 97.31

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

国民健康保険料収納率 ％ 96 97 98 保険年金課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成27年度中間目標値を2箇所としているが、新たな設置
場所、時期等についての具体的な検討には至っていない。
来年度については近隣市町の運営状況なども視察し、管轄
する部局も含め町としての取組みを検討する。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

2箇所に増設することは現状では難しいが、ひとり親家庭に
対する県に登録している子育て支援員や生活支援員に対
し、県、国の一部補助を利用して、ひとり親世帯と支援員の
橋渡しをできるように来年度に向け制度づくりを進めていき
たい。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

平成２７年度中間目標値を２３箇所としているが、現状では難しい。が、住民ボ

ランティア「東員子育て支援ネット」が運営する子育て応援ルームと連携して取

り組んでいる。今後については、町の子育て施策に合わせて、支援センターの

場所等について、町全体で考えた場合により利便性の高い場所への移動や利

用対象者の拡大について検討する必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

平成２７年度中間目標値を２箇所としている
が、現状では難しい。「子ども・子育て支援
新制度」の実施に伴い今後検討する必要が
ある。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

平成２７年度中間目標値を２３箇所としているが、現状では難し
い。
今後については、支援センターの場所等について、町全体で考え
た場合により利便性の高い場所への移動について検討する必要
がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

新たな設置場所、時期等についての具体的な検討には至っ
ていないが、保健福祉センターの改修との関わりもあり、今
後具体的に検討をしていく必要がある。当初、笹尾・城山地
区に支援センターを設置することを想定していたが、現状で
は難しいと考える。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

新たな設置場所等についての具体的な検討
には至っていないが、新たに支援センターの
建築が必要となることも考えられるため、総
合的に検討をしていく必要がある。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

平成２７年度中間目標値を２箇所としているが、現状では難しい。
今後については、支援センターの場所等について、町全体で考え
た場合により利便性の高い場所への移動について検討する必要
がある。

前進あり

1 1 1 子育て支援センターの設置数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

1 1 1 1 1

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

子育て支援センター数
箇
所

1 2 2 子ども家庭課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

不登校生徒は減少した。また、H26不登校で
あった生徒のうち2名が元気に登校し進学先
も無事に決まった。今後も更に減少するよう
本事業の取り組みを継続していく。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

不登校生徒数は昨年度から1名減の２３名であった。またそ
の内８名が新たに不登校になった。H25年度不登校だった
生徒の内、2名は登校できるようになった。数値的には若
干、改善傾向にあるかも知れないが、あくまでも目標値は０
であるため、今後も引き続き、生活ノートやQ-U調査結果の
活用を充実させていく。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

２４名中１４名が今年度新たに不登校となった。提出物が出せない、友だちと関

わることが苦手、体調不良というように原因が本人にあるケースと、家庭内に原

因がある生徒に加え、ipodを所持してから生活習慣が変わり不登校になったとい

うように今日的な課題が原因で不登校になるケースも出てきた。いかなる環境に

おかれても粘り強く生きていけるよう生徒の自己有能感を育んでいきたい。一方

で、不登校の未然防止、早期対応ができるようQ-U調査の実施とその活用をさら

に充実させていく。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

不登校のまま中学校へ進学した生徒、進路で目標が持てた生徒
が登校できるようになった。不登校生徒の多くは中学３年生で
あったが、全ての生徒が進学先が決まった。今後も引き続き、生
徒の気持ちを大事にしながら丁寧な取組を行っていく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

昨年度まで不登校であった生徒の内２名は登校できるようになったが、新たに５

名が不登校となりトータルとして増加した。不登校になる原因は様々であるが、

中学校になって不登校になるケースが多く現在町全体で行っているＱＵ調査の

結果も活用しながら、新たな不登校を生まないような取組を行って行かなければ

ならない。また、長い目で見れば、１６年一貫教育プランを積極的に推し進めて

行かなければならない。。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

不登校生徒は減少したが、今後も更に減少するよ
う取り組みを継続していく。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

H27年度不登校生徒の内、1名は不登校解消たが、新たに不登
校になった生徒が11名であった。進路不安、人間関係がうまくつく
れない、家庭的な問題等、要因は様々である。今後も引き続き、
関係機関とも連携しながら取り組みを進めていく。

前進あり

17 15 16
不登校の生徒数（年度末時点での３０日
以上欠席の不登校生徒数）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

10 11 24 23 17

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

不登校の生徒数（中学校） 人 12 ↘ 0 学校教育課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

不登校の児童が増加した。7人中4人は、50
日以内の欠席日数であるため、不登校児童
生徒対策事業等により、引き続き取り組みを
進めていく。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

不登校児童数の増減はなかった。４名中３名が新たに不登
校になり、その原因が、家庭環境、担任との関係、発達障が
いによるものであった。未然防止できたかも知れない事案
が多いため、今後も引き続き、日常の的確な児童観察及び
Q-U調査結果の活用を徹底していく。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

不登校数は若干減少した。さらに個々をみると、4名のうち3
名は、30日～33日の欠席で、理由として一般的な病欠もあ
るため、来年度以降丁寧な対応をしていく。他の児童生徒
においても日常の子どもとの関わりや、Q-U調査の結果をも
とに不登校傾向の児童生徒の早期把握とその対応を行う。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

H28不登校だった４名が登校できるようになっ
た。引き続き、未然防止の取組はもちろんである
が、関係機関との連携を密にしながら丁寧に対
応していく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

Ｈ２３年度6名の内１名は登校できるようになった
が、新たに１名が不登校となった。また、３０日には
達していないが不登校傾向の児童もおり、十分注
視をしていかなければその数は増加する可能性が
高い。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

不登校の児童が増加した。不登校
児童生徒対策事業等により、引き
続き取り組みを進めいていく。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

H27年度不登校児童の内、1名は不登校解消、
欠席日数140日以上の2名は、50日以下に改善
された。引き続き、関係機関とも連携しながら取
り組みを進めていく。

前進あり

7 3 9
不登校の児童数（年度末時点での３０日
以上欠席の不登校児童数）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

6 6 4 4 7

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

不登校の児童数(小学校） 人 2 ↘ 0 学校教育課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

３
１
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

３
０
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

中学校での学力向上の取り組みに弱さが見
られるため、少人数指導を含め更に指導方
法の工夫と改善を図る必要がある。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

前進あり

５段階評価の内、１と２の割合

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

20

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

学力の定着度が低い生徒の割合（中
学校）

％ 13 ↘ 0 学校教育課

成果指標（４）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

３
１
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

３
０
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

各小学校での学力向上の積極的な取り組
みにより、学力の向上が見られる。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

前進あり

５段階評価の内、１と２の割合

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

9

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

学力の定着度が低い児童の割合（小
学校）

％ 12 ↘ 0 学校教育課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

記述式の問題に大きな課題が残った。特に
「量と測定」と「図形」の領域について授業改
善を図る必要がある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

大きな変化は見られなかった。基礎問題、応用問題を教師
が実際に解き、今、求められている算数の学力について確
りとした認識をもち、さらなる授業改善を行いたい。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

目標値を大きく上回る結果となった。低学
力層の児童の学力分析・把握と少人数授
業・授業改善などの成果と考えられる。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

新たな目標値を設定した。
３
０
年
度

概ね順調

説
明

目標値を約５P下回った。低学力層の
児童に視点を当てた少人数指導等の
授業研究をさらに進めていく必要があ
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

２
８
年
度

概ね順調

説
明

前年度から２０P上回る結果となった。今回
の結果は、国語力とも関連があると考え
る。また各校が少人数指導に取り組んだ成
果とも言える。

前進あり

85.1 79.6 86.6
４月実施中１学力調査の結果、目標値６０に達した児
童数割合

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

81.2 79.9 64.7

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

目標値に達した児童数割合
（小学校算数）

％ 81.2 → 85 学校教育課

成果指標（６）
単
位

２５年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

大きな変化は見られなかった。基礎問題、
応用問題を教師が実際に解き、今、求めら
れている読解力について確りとした認識をも
ち、さらなる授業改善を行いたい。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

前年度から大きく目標値に近づいた。各学
校で、児童の学習意欲を引き出すような授
業改善を行われたことが要因だと分析する。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

目標値を下回った。これまで成果を上げて
きたが、今一度、読解力と書く力に焦点化し
た授業改善を見直す必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

新たな目標値を設定した。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

目標値を維持した。小学校で読
解力育成の国語授業が丁寧に
行われている成果と言える。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

２
８
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達した。今回の国語力を中学
校でいかに伸ばしていくかが今後の課
題である。

前進あり

80.7 80.1 71.9
４月実施中１学力調査の結果、目標値６０に達した児
童数割合

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

55.6 78.5 75.2

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

目標値に達した児童数割合
（小学校国語）

％ 55.6 → 80 学校教育課

成果指標（５）
単
位

２５年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

目標値に到達した。これまでの取り組みの
成果が出ている。しかし、領域でみると、関
数のみ、昨年度より若干下がっているため、
今後も授業改善を図っていきたい。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

２％であるが目標値に近づいた。今後は、各
学校で、児童の学習意欲を引き出すような
授業改善を行いたい。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

目標値を上回る結果となった。中学校
の授業研修において、学び合いを重視
した授業改善が進められ、その成果と
考えられる。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

新たな目標値を設定した。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

依然、応用問題で弱さがみられるた
め、基礎基本を活用する課題に取り組
む授業づくりを意識していきたい。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

２
８
年
度

概ね順調

説
明

目標値を約５P下回る結果となった。応用問題で
弱さがみられるため、基礎基本を活用する課題
に取り組む授業づくりを意識していきたい。

前進あり

74.6 71.9 82.0
４月実施中２学力調査の結果、目標値６０に達した生
徒数割合

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

75.4 77.4 84.7

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

目標値に達した生徒数割合
（中学校　数学）

％ 75.4 → 80 学校教育課

成果指標（８）
単
位

２５年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

目標値に到達した。領域でみると、言語事項は大きく改善
がみられたが、説明的文章、文学的文章が前年度と比較す
ると下がっていた。書く力、読む力の定着を目指した授業改
善を図りたい。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

目標値には届いていないが、前年度から大
きく向上した。各学校で、児童の学習意欲を
引き出すような授業改善を行われたことが
要因だと分析する。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

昨年度よりさらに目標値に近づいた。
授業の教科的指導に加えて、対話的
授業への研修が進められ、その成果
が現れている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

新たな目標値を設定した。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

目標値に近づいてきた。小学校
で培った読解力をさらに伸ばす
国語授業を中学校で進めていき
たい。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

２
８
年
度

概ね順調

説
明

目標値を大きく下回る結果となった。小
学校でつけた国語力のさらなる伸ばす
ことができなかった。

前進あり

68.6 73.7 76.1
４月実施中２学力調査の結果、目標値６０に達した生
徒数割合

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

62.9 71.5 80.0

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

目標値に達した生徒数割合
（中学校　国語）

％ 62.9 → 80 学校教育課

成果指標（７）
単
位

２５年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■ ■

■

■

■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

在来地区ではパソコン教室のスペース
確保が困難である。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

在来地区ではパソコン教室のスペース
確保が困難である。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

在来地区ではパソコン教室のスペース確保
が困難である。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

在来地区ではパソコン教室のスペース
確保が困難である。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

在来地区ではパソコン教室のスペース確保
が困難である。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

在来地区ではパソコン教室のスペース
確保が困難である。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

学校ICT事業により整備が進んでいる。
今後も計画的な整備を行う。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

在来地区ではパソコン教室のスペース確保
が困難である。

前進あり

10.18 10.15 10.71
５月１日現在における整備済み台数と児
童生徒数による結果

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

10.40 10.54 10.70 10.46 9.74

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

児童生徒パソコン整備率 人/台 17.51 10.00 3.60 教育総務課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

地域の高齢者が中心となってボランティア組織を
形成されていますが、高齢化が進み脱退される方
が増加傾向にあります。子ども達の安全な登下校
の確保に向け、老人会などへの更なる啓発が必要
である

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

地域の高齢者が中心となってボランティア組織を
形成されていますが、高齢化が進み脱退される方
が増加傾向にあります。子ども達の安全な登下校
の確保に向け、老人会などへの更なる啓発が必要
である

３
１
年
度

概ね順調

説
明

地域の高齢者が中心となってボランティア組織を形成さ
れていますが、高齢化が進み脱退される方が増加傾向
にあります。子ども達の安全な登下校の確保に向け、
老人会などへの更なる啓発が必要である

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

地域の高齢者が中心となってボランティア組織を
形成されていますが、高齢化が進み脱退される方
が増加傾向にあります。子ども達の安全な登下校
の確保に向け、老人会などへの更なる啓発が必要
である

３
０
年
度

概ね順調

説
明

地域の高齢者が中心となってボランティア組織を形成さ
れていますが、高齢化が進み脱退される方が増加傾向
にあります。子ども達の安全な登下校の確保に向け、
老人会などへの更なる啓発が必要である

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

地域の組織で活動していただいている小学校、学校独自に
ボランティアを募っている小学校など、学校により組織や人
数のばらつきが大きい。中学校としては特別な組織がなく、
現在登録者はない。ボランティアの確保に向け、啓発活動
などの働きかけが必要である。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

学校により人数のばらつきが大きく、中
学校は登録者がない。保護者や老人会
などへの取り組みへの啓発活動の推進
が必要である。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

地域の高齢者が中心となってボランティア組織を形成さ
れていますが、高齢化が進み脱退される方が増加傾向
にあります。子ども達の安全な登下校の確保に向け、
老人会などへの更なる啓発が必要である

前進あり

765 694 644
各学校におけるボランティア人数(５月１
日現在)

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

892 833 685 830 817

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

学校安全ボランティア数
人
数

980 990 1000 教育総務課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成20年度調査33.8％から6.0ポイント下降
しており、中間目標値40.0％に達していな
い。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成33年度予定）まで結果が見
られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成32年度予定）まで結果が見
られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成32年度予定）まで結果が見
られない。

前進あり

- - - 22.8
アンケートで町の小中学校などの学校教育環境（教育内容、
学校施設など）について満足していると答える町民割合（初
期値は平成２０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 27.8

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の小中学校などの学校教育環境（教育内
容、学校施設など）についての満足度 ％ 33.8 40.0 50.0 教育総務課

成果指標（３）　P４１ 　問２８①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

昨年と比較し、大幅に利用者実績が増加している
が、文化祭において各施設の利用者数をカウント
に含めたためです。なお、ＩＴ講習室では、多目的
利用への変更から文化祭でも利用しているため、
増加している。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

昨年に比して、主に第二研修室や第二講習室が大
幅に減少しており、利用回数は約20回程、又人数
では約2,000人の減となりました。一方ＩＴ講習室で
は多目的利用への変更から回数及び人数共に増
加しております。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

利用者数は増加傾向にあり、今後も多くの方に
利用される公民館事業を進めていきます。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

中央公民館については、公民館講座や（一社）東
員町文化協会が実施する文協講座のほか、自主
サークル活動などで使用されています。今年度か
ら第２・第４火曜日を開館としたことから、利用者は
増加傾向にあります。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

利用者数については、前年度より若干の減であ
る。今後も魅力のある公民館事業を進める必要
がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

昨年度同時期（１月末）と比較し、約1500人減少し
ていることから、公民館講座の講座内容の検討を
はじめ、各種利用団体の利用促進に努める。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

現時点での利用者数については、ほぼ例年並み
で、魅力のある公民館事業を進める必要がある。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

昨年と比較し、利用者実績が増加しているが、
平成28年度から展示室が１年間を通して利用可
能となり、利用者数をカウントに含めたためで
す。

前進あり

30,042 29,387 30,217
年間の中央公民館の利用者数
（平成２８年度からカウントの仕方を変更）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

18,386 17,025 19,793 17,712 28,036

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

中央公民館利用者数 人 17,321 24,000 26,000 社会教育課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■ ■

■ ■

■

■

■

■

■ ■

■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

対前年比2.5冊の増加となり平成23年度
以来最高の水準となった。
（貸出194,586冊　4,805人）

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

対前年比0.3冊の増加となり、平成24年度の
水準に近づいた。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

対前年比0.4冊の減少となった（個人貸出
180,269冊、4,654人）。【参考】町民一人当たりで
は7.0冊（増減なし）。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

対前年比0.6冊の減少となり、平成23年度の
水準に戻った。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

対前年比0.4冊の減少となった（個人貸出
180,335冊、4,616人）。【参考】町民一人当たりで
は7.0冊（28年度は7.2冊。0.2冊減少）。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

微増にとどまり、伸び悩みがみられる。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

インターネットでの図書館蔵書検索及び予
約システムの構築により増加した。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

対前年比1.0冊の減少となったが、前年度に次ぐ
水準となった。
（貸出184,953冊、4,684人）

前進あり

39.5 39.1 38.7
図書館の貸出登録者数一人当たり年間
の貸し出し冊数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

37.7 38.3 37.7 38.0 40.5

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

一人当たり貸し出し冊数 冊 35.8 50.1 ↗ 社会教育課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

新たな講座を除き、全講座において平
成２７年度から受講料が発生したため
参加者が減少しました。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

公民館講座受講者数は、昨年に比して25人の減で
あった中でも天体観望会については昨年度（117
人)の約1/2であった。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

受講者の増減はあるが、公民館講座の周知に
今後も努めていきます。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

平成25年度より公民館講座数を35講座から25講
座に縮小しておりますが、文化協会側では文協講
座講師増加に伴う財源確保を念頭に、文協講座の
拡大を図っており、今後の協会努力に支援等行い
ます。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

講座受講料の有料も徐々に定着し、受講者も増
加傾向にあります。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

平成２４年度において、公民館講座及び天体観望
会受講人数は概ね例年並みであるが、減少の要
因として、キャパシティーの関係上「東員町民カレッ
ジ」を少人数対象とした講座によるものです。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

公民館講座をはじめ、とういんカレッジ及び天体観
望会への参加が増加した。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

平成２７年度から全講座において、受講料が発
生したため、参加者は減少しましたが、平成２８
年度は新たな講座を開講し参加者数が微増で
す。

前進あり

228 250 218
年間の生涯学習関連の講座・教室の参加者数
公民館講座（天体教室を含む）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

642 559 477 385 222

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

生涯学習関連の講座・教室の参加者
数

人 549 770 ↗ 社会教育課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

全体としては、満足と答えた人は23.6％と
5.8％減少し、また不満と答えた人は1.3％減
少しています。どちらともいえないと答えた
人は5.6％増加しています。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり

－ - - 30.7
アンケートで町の生涯学習活動・文化活動に関する取り組み（各種講座・教室の
実施、学習施設の整備・充実など）について満足していると答える町民割合（初期
値は平成２０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 23.6

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の生涯学習活動・文化活動に関する取り組み（各種講
座・教室の実施、学習施設の整備・充実など）について
の満足度

％ 29.3 50 70 社会教育課

成果指標（４）　P４３ 　問２９①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

利用者数は昨年度比約5,500人増の結果と
なりました。主にﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室や町民ﾌﾟｰﾙの利
用が増加しています。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

利用者数は昨年度比約2,000人増の結果となりました。主にアリーナで

の大会開催やフレンドリークラブの教室ほかﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室での利用が増加

したことによります。一方町民プールては天候不良が続いたことで、利用

者数が減となりました。以上のことから教室等スポーツ活動を行える環

境づくりが進んでいると評価できる。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

利用者数は昨年度比約2,000人増の結果となりました。
主に陸上競技場での利用が増加したことによります。各
施設においての利用は例年並みのことから、教室等ス
ポーツ活動を行える環境づくりが進んでいると評価でき
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

自主的に身近なスポーツを行うことによって健康づ
くり、体力の向上につながることから総合型地域ス
ポーツクラブの利用者の増やトレーニング室の利
用者数は増加しており、今後も増加が見込まれ
る。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

利用者数は昨年度比約3,000人増の結果となりました。主にﾄﾚｰﾆ
ﾝｸﾞ室での利用が増加したことによります。一方町民プールては
天候不良が続いたことで、利用者数が減となりました。以上のこと
から教室等スポーツ活動を行える環境づくりが進んでいると評価
できる。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

自主的に身近なスポーツを行うことが、体力の向
上につながることから総合型地域スポーツクラブの
利用者やトレーニング室の利用者数が増加してお
り、今後も増加が見込まれる。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

利用者数は初期値と比較し毎年増加の傾向であ
る。総合型地域スポーツクラブの教室数及び利用
者数の増加に比例し、今後も増加が見込まれる。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

利用者数は昨年度比約20,000人増の結果となりまし
た。各施設においての利用が増加したことによります。
以上のことから教室等スポーツ活動を行える環境づくり
が進んでいると評価できる。

前進あり

239,226 242,374 245,075 年間の町有体育施設の利用者数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

178,209 206,303 211,189 213,267 218,809

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

体育施設利用者数 人 151,962 157,000 162,000 社会教育課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

全体としては、スポーツをしていると答
えた人は1.7％増加し、していないと答え
た人は2.4％と同様でした。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり

－ － - 36.5
アンケートで日常的に（週１回以上）スポーツ活動をしている
と答える町民割合（初期値は平成２０年８月のアンケート調
査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 29.6

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

日常的に（週１回以上）スポーツ活動
をしている人の割合

％ 27.9 35.0 40.0 社会教育課

成果指標（３）　P４６ 　問３０③
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

総合型地域スポーツクラブ「とういんフレンド
リークラブ」が企画・運営する教室について
は、質の向上に努め現状を維持していきま
す。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

総合型地域スポーツクラブ「とういんフ
レンドリークラブ」が開催する教室の工
夫等から参加者が増加傾向にある。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

総合型地域スポーツクラブ「とういんフレンドリー
クラブ」が企画・運営する教室については、質の
向上に努め現状を維持していきます。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

毎年教室内容を見直すことによって、魅
力あるスポーツ教室の企画・運営の成
果が表れ、順調に教室数及び利用者数
が増加している。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

総合型地域スポーツクラブ「とういんフレンドリー
クラブ」が企画・運営する教室については、質の
向上に努め現状を維持していきます。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

毎年、教室内容の見直しにより、魅力あ
るスポーツ教室の企画・運営の成果が
表れ、順調に教室数及び利用者数が増
加している。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

総合型地域スポーツクラブ「とういんフレンド
リークラブ」により、魅力あるスポーツ教室の
企画・運営の成果が表れ、順調に教室数及
び利用者数が増加している。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

総合型地域スポーツクラブ「とういんフレンドリー
クラブ」が企画・運営する教室については、質の
向上に努め現状を維持していきます。

前進あり

20,917 19,350 16,090 年間のスポーツ教室の延べ参加者数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

11,898 14,000 17,013 21,919 22,111

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

スポーツ教室参加者数 人 3,990 7,000 10,000 社会教育課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■

■

■

■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

全体としては微増ですが10代から40代のみ
の値としては満足と答える人が7.9％増加
し、また不満と答える人は1.7％減少していま
す。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見ら
れない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見ら
れない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見ら
れない。

前進あり

－ － ― 22.5 アンケートで町の子育て環境について満足と答える町民割
合（初期値は平成２０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 27.0

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の子育て環境についての満足度 ％ 26.2 50 70 社会教育課

成果指標（２）　P３８ 　問２５①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

昨年と比較すると開催講座は概ね微増
です。こどもクッキングやものづくり系の
講座が安定した参加人数です。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

土曜授業が始まり、またｽﾎﾟ少など習い
事をする子どもが多い中、講座メニュー
の入れ替えなど行い、参加者の確保を
行った。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

参加人数の減少は、28年度に実施した講座のうち
「オーケストラと歌おう」が第九演奏会の事業に移行し
たことが要因ではあるが、他の講座についても魅力あ
る講座を設定し参加者数の増加を図る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

魅力ある講座の開設について、再考するものの、
年間に複数回実施する連続講座の日程について
町内６小学校の土日における参観日等の調整など
困難な状況であった。結果前年に比して微量なが
ら参加者数が減となった。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

参加人数の減少は、昨年度(28年度)実施した講座のう
ち「オーケストラと歌おう」が第九演奏会の事業に移行し
たことが要因ではあるが、他の講座についても魅力あ
る講座を設定し参加者数の増加を図る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

習い事などを行う子どもが多い中、参加人数が増加した結果となりました。ことに

ついては「オーケストラと歌おう」や木の実・石などを使った物づくり教室等新規

講座の開講などを行ったことにより増加したものと考えます。今後も年間を通し

て行うネイチャークラブやミュージックベルをはじめ、新しい講座も取り入れなが

ら、さらなる参加者増加に努め、子どもたちが余暇を利用し、自ら得た情報や体

験を正しく理解し、育む力を養えるよう努めたい。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

参加人数は、減少した。今後は
魅力ある講座を増やして参加者
数の増加を図る。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

参加人数は、減少した。今後は魅力あ
る講座を増やして参加者数の増加を図
る。

前進あり

431 276 289
体験学習活動（東員こどもカレッジ）に参
加する子どもの数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

266 520 513 437 492

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

体験学習活動（東員こどもカレッジ）に
参加する子どもの数

人 344 480 520 社会教育課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■
■

■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

現状を維持しており、継続加
入と増加に努めるよう指導す
る。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

加盟団体数は微増で、概ね現状を
維持しており、継続加入と増加に努
めるよう指導する。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

さらなる加入数増加に向けて、文化協会会
員特典などのＰＲし、、継続加入と増加に努
めるよう指導します。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

団体数としては増ではありますが、複数の団体が
加入や脱会をしていることから、加入団体の維持
存続に努め、減少を回避し、継続加入と増加に努
めるよう指導する。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

加入数増加に向けて、文化協会会員特典
などのＰＲし、、継続加入と増加に努めるよ
う指導します。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

加入数増加に向けて、文化協会会員特
典など協会提案をもとに協議を継続し
ています。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

加入数を増やすため、協会提案をもと
に検討・協議する。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

加入数増加に向けて、文化協会会員特典
などのＰＲし、、継続加入と増加に努めるよ
う指導します。

前進あり

34 35 38 文化協会の加入団体数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

36 33 35 36 36

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

文化協会加入数
団
体

36 50 ↗ 社会教育課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

公民館講座での出展数は、昨年と同様
ですが、一般作品では、絵画や手芸な
ど全般的に出展数が増加しています。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

一般作品での書道に加え、公民館
講座での手芸や工芸の出展数が増
加したことによる。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

例年、公民講座開講数は同様ですが、講座内容
が、文化祭出展作品に繋がる講座が少なく、出
展数も減っています。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

公民館講座数縮小により減少する
ものの、一般作品出展数の増によ
り、結果昨年度とほぼ同数となっ
た。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

例年、公民講座開講数は同様ですが、講座
内容が、文化祭出展作品に繋がる講座が
少なく、出展数も減少傾向です。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

文化祭展示については、一般及び文化協会会員
による作品のほか、公民館講座卒業作品がありま
す。このうち今年度においては、公民館講座の洋
裁や手芸について後期公民館講座としたことが減
少の要因と考えます。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

やや減少。原因は一人あたりの
出展数が減少したため。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

例年、公民講座開講数は同様ですが、講座
内容が、文化祭出展作品に繋がる講座が
少なく、出展数も減少傾向です。

前進あり

545 425 469 文化祭の出展数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

524 479 488 511 522

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

文化祭出展数 展 571 790 ↗ 社会教育課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■

■

■ ■

■

■

■ ■

■

■

■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

六把野獅子舞については、近年の担い手不
足もある中、地元の努力により継承されてい
ます。またこども歌舞伎公演は20回目の節
目を迎え、多くの方に観劇いただきました。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

六把野獅子舞については、近年の担い
手不足もある中、地元の努力により継
承されています。またこども歌舞伎公演
は多くの方に観劇いただきました。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

東員町流鏑馬保存会、六把野獅子舞保存
会によりそれぞれの指定無形民俗文化財
が披露され、継承が図られている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

六把野獅子舞については、昨年度同様担い手の不足もあ
る中、地元の努力により継承されています。またこども歌舞
伎においては年１回の発表会は満席となりました。さらに大
型店舗の特設会場で「寿式三番叟」を公演しました。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

東員町流鏑馬保存会、六把野獅子舞
保存会によりそれぞれの指定無形民
俗文化財が披露され、継承が図られて
いる。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

六把野獅子舞については、担い手の不足もある中、地元の
努力により継承されています。またこども歌舞伎においては
年１回の発表会に加え、石川県小松市で行われました「第１
４回全国子供歌舞伎フェスティバルｉｎ小松」に出演しまし
た。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

六把野獅子舞については、地元の努力によ
り継承されている。またこども歌舞伎につい
ても年１回の発表会を行っており、継承され
ている。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

東員町流鏑馬保存会、六杷野獅子舞
保存会によりそれぞれ指定無形民俗
文化財が催しされ、継承されている。

前進あり

2 2 2 伝統芸能の保存団体数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

2 2 2 2 2

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

伝統芸能保存団体数
団
体

2 2 2 社会教育課

成果指標（４）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

瀬古泉「観音もみじ」の治療回復作業及
び郷土資料館に関する検討が主な課題
となり取り組みが不十分でした。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

トウインヤエヤマザクラ（第1号）の衰え及び
郷土資料館のあり方の検討が主要な課題と
なり、新たな指定に向けての取り組みができ
なかった。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

ﾄｳｲﾝﾔｴﾔﾏｻﾞｸﾗ（第1号）、観音もみじ
の保護・回復作業を中心に指定文化
財の維持に努めた。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

新たな指定に向けての取り組みが十分でな
かった。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

ﾄｳｲﾝﾔｴﾔﾏｻﾞｸﾗ（第1号）、観音もみじ
の保護・回復作業を中心に指定文化
財の維持に努めた。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

平成２３年度末に瀬古泉「観音もみじ」を町
指定としました。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

瀬古泉「観音もみじ」の町指定に関して、県
への相談にとどまっており、著しい進捗は図
れなかった。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

ﾄｳｲﾝﾔｴﾔﾏｻﾞｸﾗ第1号、観音もみじの
保護・回復作業を中心に指定文化財
の維持に努めた。

前進あり

8 8 8
指定文化財の数【木造薬師如来坐像（彫刻）、絹本着色景川和尚像（絵画）、猪名
部神社上げ馬神事、六把野獅子舞、トウインヤエヤマザクラ、トウインヤエヤマザ
クラ（第2号）自生地、山田半ノ木谷イヌナシ自生地、観音もみじ】

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

8 8 8 8 8

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

指定文化財の数 点 7 9 ↗ 社会教育課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

全体としては、満足と答えた人は23.6％と
5.8％減少し、また不満と答えた人は1.3％減
少しています。どちらともいえないと答えた
人は5.6％増加しています。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり

－ － ― 30.7
アンケートで町の生涯学習活動・文化活動に関する取り組み（各種講座・教室の
実施、学習施設の整備・充実など）について満足していると答える町民割合（初期
値は平成２０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 23.6

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の生涯学習活動・文化活動に関する取り組み（各種講
座・教室の実施、学習施設の整備・充実など）について
の満足度（再掲）

％ 29.3 50 70 社会教育課

成果指標（５）　P４３ 　問２９①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

可燃ごみ　160.74㎏/人、不燃ご
み　6.44㎏/人、粗大ごみ　14.41
㎏/人

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

可燃ごみ　160.25㎏/人、不燃ご
み　6.35㎏/人、粗大ごみ　13.73
㎏/人

３
１
年
度

概ね順調

説
明

可燃ごみ　156.61㎏/人、不燃ご
み　5.21㎏/人、粗大ごみ　15.24
㎏/人

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

可燃ごみ　156.79㎏/人、不燃ご
み　6.85㎏/人、粗大ごみ　14.63
㎏/人

３
０
年
度

概ね順調

説
明

可燃ごみ　160.84㎏/人、不燃ご
み　6.28㎏/人、粗大ごみ　14.13
㎏/人

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

可燃ごみ　158.69㎏/人、不燃ご
み　7.06㎏/人、粗大ごみ　13.07
㎏/人

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

可燃ごみ　159.64㎏/人、不燃ご
み　7.16㎏/人、粗大ごみ　15.45
㎏/人

２
８
年
度

概ね順調

説
明

可燃ごみ　158.84㎏/人、不燃ごみ
6.11㎏/人、粗大ごみ　13.05㎏/人

前進あり

178.00 181.25 177.06
年間の町民一人当たりのごみ排出量(可
燃・不燃・粗大)（目標値を一般廃棄物処理基本計画の予測値とした）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

182.25 178.83 178.28 180.34 181.59

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町民一人当たりごみ排出量 Kg 185.15 175 167 環境防災課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■
■

■
■

■
■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

引き続き、雑紙を資源ごみに移行させるた
めに周知徹底し推進する。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

引き続き、雑紙を資源ごみに移行させるた
めに周知徹底し推進する。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

引き続き、雑紙を資源ごみに移行させるために
周知徹底し推進する。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

引き続き、雑紙を資源ごみに移行させるた
めに周知徹底し推進する。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

引き続き、雑紙を資源ごみに移行させるために
周知徹底し推進する。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

引き続き、雑紙を資源ごみに移行させるた
めに周知徹底し推進する。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

今後可燃ごみに含まれる雑紙を資源ごみに
移行させるために周知徹底し、推進する。
（自治会回収分も含めた値にしたため初期
値を766tから1,800tに変更した）

２
８
年
度

概ね順調

説
明

引き続き、雑紙を資源ごみに移行させるために
周知徹底し推進する。

前進あり

1,515 1,333 1,547
年間の資源ごみ回収量（プラ・紙・布・ビ
ン・缶）（目標値を一般廃棄物処理基本計画の予測値とした）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

1,756 1,831 1,669 1,542 1,610

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

資源ごみ回収量 ｔ 1,800 1,836 1,816 環境防災課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

コンポスター等　13件、生ごみ処理
機　9件

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

コンポスター　8件、生ごみ処理機
10件

３
１
年
度

概ね順調

説
明

コンポスター等　5件、生ごみ処
理機　8件

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

コンポスター　5件、生ごみ処理機
10件

３
０
年
度

概ね順調

説
明

コンポスター等　9件、生ごみ処
理機　10件

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

コンポスター　9件、生ごみ処理機
11件

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

コンポスター　11件、生ごみ処理機
10件

２
８
年
度

概ね順調

説
明

コンポスター等　13件、生ごみ処理機
9件

前進あり

17 19 13 生ゴミ堆肥化容器設置補助金交付件数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

21 20 15 18 22

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

生ごみ堆肥化容器設置補助金交付
件数

件 27 35 45 環境防災課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成20年度調査から2.3ポイント下降してお
り、目標値にも達していないことから、一層
の啓発が必要である。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成32年度予定）まで結果が見
られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成32年度予定）まで結果が見
られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成32年度予定）まで結果が見
られない。

前進あり

- - 67.4
アンケートで３Ｒ運動（リデュース：発生抑制、リユース：再使
用、リサイクル：再生使用）をしていると答える町民割合（初
期値は平成２０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 76.5

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

３Ｒ運動（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサ
イクル：再生使用）をしていると答える割合 ％ 78.8 80 80 環境防災課

成果指標（５）　P２１ 　問１５⑤
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成20年度調査から2.2ポイント下降してお
り、目標値にも達していないことから、一層
の啓発が必要である。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成32年度予定）まで結果が見
られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成32年度予定）まで結果が見
られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成32年度予定）まで結果が見
られない。

前進あり

- - - 80.4
アンケートで自然保護や省資源・省エネルギーなど、環境に
配慮した生活をしていると答える町民割合（初期値は平成２
０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 72.6

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

自然保護や省資源・省エネルギーなど、
環境に配慮した生活をしている町民割合

％ 74.8 75 80 環境防災課

成果指標（４）　P２０ 　問１５④
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

(廃食油)【給食】0リットル、【家庭】7,250
リットル

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

(廃食油)【給食】0リットル、【家庭】6,248
リットル、【バイオディーゼル燃料精製回
数】16回　8月から精製中止

３
１
年
度

概ね順調

説
明

(廃食油)【給食】0リットル、【家庭】5,400リッ
トル

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

(廃食油)【給食】3,735リットル、
【家庭】5,569リットル、【バイオ
ディーゼル燃料精製回数】94回

３
０
年
度

概ね順調

説
明

(廃食油)【給食】0リットル、【家庭】8,000リッ
トル

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

(廃食油)【給食】4,356リットル、
【家庭】5,256リットル、【バイオ
ディーゼル燃料精製回数】74回

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

(廃食油)【給食】4,550リットル、
【家庭】3,380リットル、【バイオ
ディーゼル燃料精製回数】58回

２
８
年
度

概ね順調

説
明

(廃食油)【給食】0リットル、【家庭】4,650リッ
トル

前進あり

-
4,650

-
8,000

-
5,400

廃食油からのバイオディーゼル燃料精製量
（Ｈ26年8月から精製中止）　H27から指標変更

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

4941
7930

6357
9612

7827
9304

1355
6248

-
7250

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

廃食油回収からのバイオディーゼル燃料精
製量 ℓ

（平成２３年
度から実施）

―
9000

―
9000

環境防災課

成果指標（６）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

昨年からほぼ横ばいで推移。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

昨年からほぼ横ばいで推移。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

昨年からほぼ横ばいで推移。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

昨年からほぼ横ばいで推移。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

昨年からほぼ横ばいで推移。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

昨年からほぼ横ばいで推移。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

平成23年度から随時登録になった
こととPTA等、補助対象を広げたこ
とにより急速に団体数が増加した。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

昨年からほぼ横ばいで推移。前進あり

50 50 51
環境に関する活動団体数（資源ごみ収
集団体）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

45 44 49 49 49

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

環境関係町民団体数
団
体

29 31 34 環境防災課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■ ■

■

■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

今年度は昨年同様、検査実施箇所及び回
数に変更なし。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

今年度は昨年同様、検査実施箇所及び回
数に変更なし。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

今年度は昨年同様、検査実施箇所及び回数に
変更なし。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

今年度は昨年同様、検査実施箇所及び回
数に変更なし。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

水質検査の実施場所を見直し検査実施箇所を
変更した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

今年度は昨年同様、検査実施箇所及び回
数に変更なし。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

振動は平成21年度時点においても実施して
おり、追記した。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

今年度は昨年同様、検査実施箇所及び回数に
変更なし。

前進あり

水質　 21
大気　　7
土壌　　7
騒音　　1
振動　　3

水質　 16
大気　　4
土壌　　4
騒音　　3
振動　　1

水質　 16
大気　　4
土壌　　4
騒音　　3
振動　　1

水質、大気、土壌、騒音、振動の環境保
全監視箇所数 振動追加

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法
水質　 21
大気　　7
土壌　　7
騒音　　1
振動　　3

水質　 21
大気　　7
土壌　　7
騒音　　1
振動　　3

水質　 21
大気　　7
土壌　　7
騒音　　1
振動　　3

水質　 21
大気　　7
土壌　　7
騒音　　1
振動　　3

水質　 21
大気　　7
土壌　　7
騒音　　1
振動　　3

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

大気・水質等環境保全監視箇所数
箇
所

水質　 21

大気　　7

土壌　　7

騒音　　1

振動    3

→ → 環境防災課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

個人１、幼稚園・保育園１、その他
団体１の登録があった。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

新たに小学校の登録があっ
た。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

小学校の登録団体が減少した。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

幼稚園・保育園の１園のみの登録
があった。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

新たに小学校の登録があった。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

継続実施していたところがH24度は活動
がなかったことにより、学校からの登録
がなかったため団体数が減少した。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

現状は団体数に変化はない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

前年度と比較して団体数に変化はな
い。

前進あり

3 4 3
環境省が提供する事業で子どもたちの
自主的な環境活動をする団体数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

5 2 1 4 3

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

こどもエコクラブ登録団体数
団
体

5 7 10 環境防災課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

全ての項目で前年度より件数が減少した。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

騒音・振動、粉じん・大気の件数が増加し
た。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

前年と比較してほぼ横ばいで推移している。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

前年と比較してほぼ横ばいで推移している。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

前年と比較してほぼ横ばいで推移している。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

前年度から騒音・振動件数は減少した。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

平成21年度実績からはかなり公害苦情の種
類や件数が増加した。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

前年度と比較して件数が増加した。前進あり

土壌　　1
悪臭　　2
水質　　1
騒音・振

動　2

悪臭　　1
水質　　4
騒音・振

動　1

悪臭　　1

水質　　2

騒音・振動

1

粉じん・大

大気、水質、土壌、騒音、振動、悪臭、廃棄物等
の公害件数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

悪臭　　1

廃棄物　2

水質　　1

騒音・振動　4

粉じん・大気　1

油漏れ　　6

悪臭　　1

廃棄物　2

水質　　1

騒音・振動　4

粉じん・大気　1

油漏れ　　6

悪臭　　2
水質　　2
騒音・振

動　2

悪臭　　3
水質　　3
騒音・振

動　4
大気　　5

廃棄物　2

水質　　1

騒音・振動　2

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

公害件数
箇
所

粉じん・大気　2
騒音・振動　4 → → 環境防災課

成果指標（５）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成20年度調査から2.2ポイント下降してお
り、目標値にも達していないことから、一層
自然環境保全に取り組む必要がある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり

- - - 74.1 アンケートで町の自然環境の豊かさについて満足と答える町
民割合（初期値は平成２０年８月のアンケート調査結果））

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 61.2

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の自然環境の豊かさについての満足
度

％ 63.5 70.0 75.0 環境防災課

成果指標（４）　P１９ 　問１５①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■

■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

瀬古泉「観音もみじ」の治療回復作業が主な
課題となり新たな指定の取り組みができな
かった。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

トウインヤエヤマザクラ（第1号）等の樹勢回
復が主要な課題となり、新たな指定に向け
ての取り組みができなかった。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

トウインヤエヤマザクラ（第1号）が枯死
したため、取り木により幼木を移植し、
指定の維持に取り組んだ。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

トウインヤエヤマザクラ（１号）については枯れ枝や根腐れ。
また瀬古泉もみじについてはカミキリムシの被害がありまし
た。トイウンヤエヤマザクラでは概ね３年にわたる土壌改良
を計画し、着手しました。観音もみじでは管理する瀬古泉自
治会により一部伐採を行いました。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

トウインヤエヤマザクラ（第1号）が枯死
したため、取り木により幼木を移植し、
指定の維持に取り組んだ。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

樹木医により診断および樹勢回復作業を実
施しており、概ね開花時期にあわせた開花
となっています。また瀬古泉もみじについて
は、管理する自治会と協力してまいります。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

樹木医により診断および樹勢回復
作業を実施しており、それぞれ開花
時期にあわせ開花している。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

指定に関する新たな情報は得られなかっ
た。ﾄｳｲﾝﾔｴﾔﾏｻﾞｸﾗ1号、瀬古泉観音もみじ
の保護・回復に重点的に取り組んだ。

前進あり

4 4 4
保護樹木・保護樹林の指定数（トウインヤエヤマザクラ
１号・２号、イヌナシ自生地、瀬古泉観音もみじ）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

3 4 4 4 4

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

保護樹木・保護樹林の指定数 件 3 → → 社会教育課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

高齢化等に伴い参加団体が減少し
たが、今後も継続していただけるよ
うに働きかけていく。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

今後も継続していただけるように働
きかけていく。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

今後も継続していただけるように働き
かけていく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

新たに参加された団体もあり、今後
も継続していただけるように働きか
けていく。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

今後も継続していただけるように働き
かけていく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

新たに参加された団体もあり、今後
も継続していただけるように働きか
けていく。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

継続して活動している。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

学校・園等の独立、高齢化等に伴い参
加団体が減少したが、今後も継続して
いただけるように働きかけていく。

前進あり

25 25 24 景観形成活動に参加する団体

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

38 40 42 42 40

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

景観形成活動参加団体数
団
体

38 38 38 建設課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■ ■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

（家電リサイクル9件、その他111件）不
法投棄件数は昨年より大幅に減少し
た。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

（家電リサイクル16件、その他161件）不
法投棄件数は昨年より大幅に減少し
た。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

（家電リサイクル6件、その他66件）不法投
棄件数は昨年より減少した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

（家電リサイクル25件、その他319件）テ
レビは相変わらず多い。不法投棄件数
は（H24　342件）昨年とほぼ横ばいであ
る。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

（家電リサイクル9件、その他96件）不法投
棄件数は昨年より減少した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

（家電リサイクル36件、その他239件）デジタル化移行も落ち
着き、アナログテレビの不法投棄が少し落ち着いた感。しか
し、ほとんどテレビの不法投棄が多い。タイヤや自転車の不
法投棄も相変わらず多い。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

（家電リサイクル47件、その他475件）デジタル化への移行
に伴い、アナログテレビの不法投棄が多い。また、リサイク
ル料金の引き取り料が負担になることからも増加傾向にあ
るのではないか。また、景気の悪化も影響してか生活用品
がセットでの不法投棄も増加しているように感じられる。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

（家電リサイクル9件、その他99件）不法投
棄件数は昨年より減少した。

前進あり

108 105 72 年間の不法投棄件数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

522 342 344 177 120

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

不法投棄件数 件 158 ↘ ↘ 環境防災課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

植栽面積が増加した団体があ
り、目標値を達成することができ
た。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

植栽面積が増加した団体があ
り、目標値を達成することができ
た。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

実施団体の増加により、植栽面
積も増加した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

植栽面積が増加した団体があ
り、目標値を達成することができ
た。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

実施団体の減少により、植栽面積
も減少した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

植栽面積が減少した団体があり、
目標値を下回っていますが、参加
団体数は増加しています。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

植栽面積が増加した団体があ
り、目標値を達成することができ
た。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

実施団体の減少により、植栽面積
も減少した。

前進あり

3,071 2,963 3,156 町内の花苗植栽面積

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

3,962 3,286 3,366 3,422 4,012

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

花苗植栽面積 ㎡ 3,200 3,500 3,500 建設課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

委託業者との連絡を密に取り、利用者
アンケートでいただいた意見も踏まえ
て、サービス向上に努めている。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

委託業者と定期的に協議の場を設け、
運営管理について情報共有を行い利用
者へのサービス向上に努めている

３
１
年
度

概ね順調

説
明

委託業者との月例会等協議の機会を設
け、利用者アンケートの内容・要望を情報
共有し、対応改善に努めている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

東員町自身が管理監督責任を自覚し、指導
をしっかり行い丁寧かつ公平な対応を担保
することが必要。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

委託業者との月例会等協議の機会を設
け、利用者アンケートの内容・要望を情報
共有し、対応改善に努めている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

斎場施設のため　アンケートの件数は多くなかった。39人か
ら回収し37人の方に満足していただいた。職員の対応・接
遇については、概ね満足度を得ているが、斎場設備（ロ
ビー・和室の狭小・冷暖房の効きが悪い）の改善を要望する
回答があった。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

斎苑の利用者43人からアンケートを回収し
たところ40人の方に満足していただいた。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

委託業者との月例会等協議の機会を設
け、利用者アンケートの内容・要望を情報
共有し、対応改善に努めている。

前進あり

94 92 87
葬祭場・斎苑に対する満足度（利用者ア
ンケートより）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

93 94 83 98 93

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

葬祭場・斎苑に対する満足度 ％ 93 95 95 町民課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

原水及び処理水の水質検査を定期的に行
い、良質な水道水の供給を行っている。
今後も安全で安心な水道水の維持管理を図
る。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

原水及び処理水の水質検査を定期的に行
い、良質な水道水の供給を行っている。
今後も安全で安心な水道水の維持管理を図
る。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

原水及び処理水の水質検査を定期的に行
い、良質な水道水の供給を行っている。
今後も安全で安心な水道水の維持管理を図
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

原水及び処理水の水質検査を定期的に行
い、良質な水道水の供給を行っている。
今後も安全で安心な水道水の維持管理を図
る。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

原水及び処理水の水質検査を定期的に行
い、良質な水道水の供給を行っている。
今後も安全で安心な水道水の維持管理を図
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

原水及び処理水の水質検査を定期的に行
い、良質な水道水の供給を行っている。
今後も安全で安心な水道水の維持管理を図
る。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

原水及び処理水の水質検査を定期的に行
い、良質な水道水の供給を行っている。
今後も安全で安心な水道水の維持管理を図
る。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

原水及び処理水の水質検査を定期的に行
い、良質な水道水の供給を行っている。
今後も安全で安心な水道水の維持管理を図
る。

前進あり

100 100 100 水質基準達成率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

100 100 100 100 100

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

水質管理 ％ 100 100 100 上下水道課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■ ■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

引き続き公共下水道の整備を
推進し、公共用水域の水質保全
を図ります。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予
定）まで結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果
が見られない。
引き続き公共下水道の整備を推進し、公共
用水域の水質保全を図ります。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予
定）まで結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果
が見られない。
引き続き公共下水道の整備を推進し、公共
用水域の水質保全を図ります。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予
定）まで結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予
定）まで結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果
が見られない。
引き続き公共下水道の整備を推進し、公共
用水域の水質保全を図ります。

前進あり

― ― ― 39.6
アンケートで町の下水道等（公共下水道、浄化槽など）
の整備状況について満足していると答える町民割合（初
期値は平成２０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

― ― ― ― 67.9

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の下水道等（公共下水道、浄化槽
など）の整備状況についての満足度

％ 68.8 72 75 上下水道課

成果指標（３）　P１７ 　問１３
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

水洗化率については、微増か横ばいで
推移している。
今後も周知等に努め、水洗化の向上を
図る。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

水洗化率については、微増か横ばいで
推移している。
今後も周知等に努め、水洗化の向上を
図る。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

水洗化率については、微増か横ばいで
推移している。
今後も周知等に努め、水洗化の向上を
図る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

水洗化率については、微増か横ばいで
推移している。
今後も周知等に努め、水洗化の向上を
図る。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

水洗化率については、微増か横ばいで
推移している。
今後も周知等に努め、水洗化の向上を
図る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

水洗化率については、微増か横ばいで
推移している。
今後も周知等に努め、水洗化の向上を
図る。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

水洗化率については、微増か横ばいで
推移している。
今後も周知等に努め、水洗化の向上を
図る。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

水洗化率については、微増か横ばいで
推移している。
今後も周知等に努め、水洗化の向上を
図る。

前進あり

98.7 98.7 98.8 下水道区域の水洗化率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

98.1 98.3 98.3 98.5 98.6

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

水洗化率 件 97.3 98.0 98.5 上下水道課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■

■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

利用者数が減少したが、今後も多く
の方に利用される施設となるよう施
設整備等に努める。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

利用者数が減少したが、今後も多く
の方に利用される施設となるよう施
設整備等に努める。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

夏の猛暑等により利用者が減少した。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

利用者数が減少したが、今後も多く
の方に利用される施設となるよう施
設整備等に努める。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

利用者数は３年連続の増加となった。
今後も多くの方に利用される施設とな
るよう施設整備等に努める。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

利用者数が減少したが、今後も多く
の方に利用される施設となるよう施
設整備等に努める。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

利用者数が減少したが、今後も多く
の方に利用される施設となるよう施
設整備等に努める。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

利用者数はわずかながら回復した。今
後も多くの方に利用される施設となる
よう施設整備等に努める。

前進あり

159,028 167,586 154,572
中部公園の年間利用者数
Ｈ２５から算定方法を見直した。

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

318,734 217,000 174,000 162,052 157,333

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

中部公園利用者数 人 325,842 163,000 → 建設課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

都市公園総面積の増減はないが、
人口の減少に伴い１人当たり公園
面積が増加した。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

都市公園総面積の増減はないが、
人口の減少に伴い１人当たり公園
面積が増加した。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

都市公園総面積の増減はないが、人
口の増加に伴い１人当たり公園面積が
減少した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

都市公園総面積の増減はないが、
人口の減少に伴い１人当たり公園
面積が増加した。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

都市公園総面積の増減はないが、人
口の減少に伴い１人当たり公園面積が
増加した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

都市公園総面積の増減はないが、
人口の減少に伴い１人当たり公園
面積が増加した。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

都市公園総面積の増減はないが、
人口の減少に伴い１人当たり公園
面積が増加した。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

都市公園総面積の増減はないが、人
口の増加に伴い１人当たり公園面積が
減少した。

前進あり

15.07 15.10 14.98 都市公園総面積を人口で除した面積

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

14.98 14.99 15.02 15.11 15.14

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町民１人当たり公園面積 ㎡ 14.86 14.86 14.86 建設課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■ ■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

利用者にアンケート調査を実施
し、8割を超える方から満足とい
う回答を得ている。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

次回アンケート実施まで結果が見れな
い。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

次回アンケート実施まで結果が見れな
い。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

次回アンケート実施まで結果が見れな
い。

前進あり

－ － － 74.1
アンケートで町の公園・緑地の整備状況について満足してい
ると答える町民割合（初期値は平成２０年８月のアンケート調
査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 83.0

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の公園・緑地の整備状況について
の満足度

％ 51.0 60 70 建設課

成果指標（２）　P１６ 　問１１②
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

新たに参加された団体があり今後
も継続していただけるように働きか
けていく。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

新たに参加された団体があり今後
も継続していただけるように働きか
けていく。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

団体数の増減はない。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

団体数の増減はない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

団体数の増減はない。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

団体数の増減はない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

団体数の増減はない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

団体数の増減はない。前進あり

9 9 9
中部公園ボランティア申込団体数
H27年度より成果指標変更。

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

2 2 2 5 9

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

アダプト団体数
中部公園ボランティア団体数

団
体

2 3 4 建設課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■ ■

■ ■

■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場の利用者の減により、
成果指標を下回っている。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

利用者数の増だけではなく、お金を
使ってもらう仕組みの向上を目指
し、指標を追加した。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場の利用者及び売店の売り
上げの減により、成果指標を下回って
いる。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

３
０
年
度

概ね順調

説
明

前年度の売上額を上回ったが、H26実
績値までは回復していない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

２
８
年
度

概ね順調

説
明

ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場の利用者及び売店の売り
上げの減により、成果指標を下回って
いる。

前進あり

8,195,550 8,561,910 8,170,310

中部公園の年間売上金額。パークゴルフ、バーべ
キュー施設、研修室、売店の売り上げ合計。H２６から
指標を追加。

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

- - - 9,131,740 8,865,150

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

中部公園売り上げ金額 円 9,000,000 → → 建設課

成果指標（５）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年

概ね順調 説
明 概ね順調。

３
２
年

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

概ね順調。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

農業経営の改善が図られてい
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

概ね順調。

３
０
年
度

概ね順調

説
明 概ね順調。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

概ね順調。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

概ね順調。

２
８
年
度

概ね順調

説
明 概ね順調。前進あり

28 28 32 認定農業者及び集落営農組織の数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

26 26 24 28 30

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

認定農業者数 人 24 ↗ - 産業課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

アンケート調査の結果、満足度は向上して
いない。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（令和２年度予定）まで結果が見
られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり

－ － － 11.1

アンケートで町の農業の振興に関する取り組み（農地、農道
の整備など）について満足していると答える町民割合（初期
値は平成２０年８月のアンケート調査結果）
※第５次東員町総合計画に対するアンケート調査：平成２７

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 16.7

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の農業の振興に関する取り組み（農
地、農道の整備など）についての満足度

％ 17.5 32.5 45.0 産業課

成果指標（３）　P２８ 　問１８①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

概ね順調。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

概ね順調。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

農業経営の改善が図られてい
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

概ね順調。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

農業経営の改善が図られてい
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

概ね順調。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

概ね順調。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

農業経営の改善が図られてい
る。

前進あり

5 6 7 農業経営法人の数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

2 2 2 2 3

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

農業経営法人数
法
人

1 ↗ - 産業課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■

■

■ ■

■

■

■

■

■ ■

■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

東員町商工会の特産品開発委員
会で特産品開発の取り組み実施し
ているが、増加していない。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

特産品開発についての協議はして
いるが、前進がみられない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

特産品開発についての協議は
しているが、前進がみられない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

特産品開発に取り組み、特産品数
が増加している。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

特産品開発についての協議は
しているが、前進がみられない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

特産品開発についての協議はして
いるが、前進がみられない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

特産品開発については、特産品数
は増えていないが取り組みは実施
している。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

特産品開発についての協議は
しているが、前進がみられない。

前進あり

4 4 4
東員町商工会の特産品開発委員会にて開発。（やぶさ
め最中、上げ馬、ひばりのレリーフ、とー馬くんサブレ）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

3 3 4 4 4

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

特産品数 数 3 5 7 産業課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

前進あり

460 489 494

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

412 422 433 427 443

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

商工会員数 人 395 400 450 産業課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

アンケートの結果満足度は向上していない。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（令和２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり

－ － － 12.1

アンケートで町の地場産業の振興や企業誘致に関する取り
組みについて満足していると答える町民割合（初期値は平成
２０年８月のアンケート調査結果）
※第５次東員町総合計画に対するアンケート調査：平成２７

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 13.5

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の地場産業の振興や企業誘致に
関する取り組みについての満足度

％ 15.2 30.0 50.0 産業課

成果指標（３）　P３１ 　問２０①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

飲食店の加入により、増加。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

商店数の減少により、あまり前
進していない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

商店数の減少により、あまり前
進していない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

商店数の減少により、あまり前
進していない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

商店数の減少により、あまり前
進していない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

目標値に達成し、順調に推移し
ています。

前進あり

223 230 229 商工会加盟の商店数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

163 160 155 154 215

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

商工会加盟商店数 数 165 170 175 産業課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

アンケート結果により町内での
買い物利用率は向上している。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（令和２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり

－ － － 81.8

アンケートで日頃、町内で買い物をすると答える町民割合
（初期値は平成２０年８月のアンケート調査結果）
※第５次東員町総合計画に対するアンケート調査：平成２７
年度実施済。

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 90.7

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

日頃、町内で買い物をする率 ％ 83.6 85 93 産業課

成果指標（３）　P３０ 　問１９③
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

アンケート結果により満足度
は向上している。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（令和２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり

- - - 76.4

アンケートで町の商業環境（商店街など）について満足して
いると答える町民割合（初期値は平成２０年８月のアンケート
調査結果）
※第５次東員町総合計画に対するアンケート調査：平成２７

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

- - - - 29.7

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の商業環境（商店街など）について
の満足度

％ 28.7 40 50 産業課

成果指標（２）　P２９ 　問１９①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■

■

■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

制度の利用件数は減少しているが、これは
経営の改善や合理化が図られていることに
よるものです。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

制度利用件数が増加し、経営の改善や合理
化が図られている。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

制度の利用件数は減少傾向であるが、これは経
営の改善や合理化が図られていることによるも
のです。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

制度の利用件数は減少しているが、経営の
改善や合理化が図られている。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

制度の利用件数は減少傾向であるが、これは経
営の改善や合理化が図られていることによるも
のです。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

制度利用件数が増加し、経営の改善や合理
化が図られている。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

制度利用件数が増加し、経営の改善や合理
化が図られている。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

制度の利用件数は減少傾向であるが、これは経
営の改善や合理化が図られていることによるも
のです。

前進あり

34 31 29 年間の制度利用件数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

38 45 35 46 34

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

制度融資件数 件 28.0 → → 産業課

成果指標（４）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

H２７国勢調査の結果がまだ発表さ
れていない。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

国勢調査実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

国勢調査実施（令和２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

国勢調査実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

H２７国勢調査の結果、減少傾向であ
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

国勢調査実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

平成２０年のアメリカの世界的経済危機、円高の長
期化など景気に影響を及ぼす出来事が発生し、ま
た東日本大震災などの災害による企業へのダメー
ジが地方における雇用にも影響をおよぼしたた
め。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

H２７国勢調査の結果がまだ発表され
ていない。(抽出詳細集計については
H29.12公表予定）

前進あり

- 12,409 -
常住地における就業者数（国勢調査よ
り）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

13,011 - - - -

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

就業者数 人 13,735
（H17年国勢調査） → → 産業課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■ ■

■

■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

H２７国勢調査の結果がまだ発表さ
れていない。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

国勢調査実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

国勢調査実施（令和２年度予
定）まで結果が見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

国勢調査実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

H２７国勢調査の結果、減少傾向であ
る。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

国勢調査実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

平成２０年のアメリカの世界的経済危機、円高の長期化な
ど景気に影響を及ぼす出来事が発生し、また東日本大震災
などの災害による企業へのダメージが地方における高齢者
の雇用にも影響をおよぼしたため。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

H２７国勢調査の結果がまだ発表され
ていない。(抽出詳細集計については
H29.12公表予定）

前進あり

- 6.7 - 65歳以上の人が就業している割合（H27年国勢調査より）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

13.2 - - - -

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

高齢者の方の就業率 ％ 18.3
（H17年国勢調査） → → 産業課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

中部公園への入込客数が減少傾
向にある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

中部公園への入込客数が減少傾
向にある。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

中部公園への入込客数が減少傾向に
ある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

中部公園への入込客数が減少傾
向にある。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

中部公園への入込客数の増加及び観光振興会
主催のコスモスまつり開催に伴い、入込客数は
増加傾向にあります。
引き続き、観光客誘致のための取り組みを展開
する必要があります。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

中部公園への入込客数が減少傾
向にある。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

中部公園への入込客数が増加し
た。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

引き続き、観光客誘致のための取り組
みを展開する必要があります。

前進あり

173,228 182,286 169,372

観光レクリエーション入込客数
（大社祭 10,000人、コスモスまつり4,800人、中部公園
154,572人）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

333,234 231,200 188,100 176,052 171,533

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

観光レクリエーション入込客数 人 383,204 430,000 480,000 産業課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■

■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

生ごみリサイクル思考の会、地域お
助けネット、日本理美容福祉協議
会三重県中部センターきれいや、
W-In、の４団体。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

生ごみリサイクル思考の会、地域お
助けネット、日本理美容福祉協議
会三重県中部センターきれいや、
W-In、の４団体。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

生ごみリサイクル思考の会、地域お助
けネット（年度内解散）、W-Iｎ（年度内
解散）の3団体

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

変更なし。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

生ごみリサイクル思考の会、地域お助
けネット、W-Iｎの3団体

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

変更なし。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

婚活NPO　W-Ｉｎが認証を受けた。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

生ごみリサイクル思考の会、地域お助
けネット、haleohana、W-Iｎ、の4団体

前進あり

4 3 3
ＮＰＯ認証法人数
（とういん市民活動支援センター登録団体）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

5 5 5 4 4

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

ＮＰＯ認証法人数
法
人

5 7 10 町民課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

総アクセス数は年々増加しており、
ホームページで情報を取得する傾
向が増えていると考察される。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

トップページのアクセス数は減少してい
るが、総アクセス数は増加しており、必
要な情報に直接アクセスすることが容
易になったと考察される。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

ホームページをリニューアルし
スマートフォンにも対応。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

平成21年度から平成23年度に
急増したものの、平成24年度以
降は減少傾向。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

トップページのアクセス数や総
アクセス数は前年度より増加。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

平成21年度から平成23年度に
急増したものの、平成24年度以
降は減少傾向。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

順調に閲覧件数が伸びている。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

平成２７年度は選挙等で総アクセ
ス数が増えたため、アクセス数は
減少。

前進あり

256,759 262,021 359,983 年間の町ホームページ閲覧件数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

364,853 355,533 310,768 251,099 262,645

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町ホームページ閲覧件数 件 180,000 240,000 300,000 政策課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

参加していると答えた人は26.9％と
3.4％上昇しておりますが、目標値には
届いておりません。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

地域活動やボランティア活動に参加してい
ただけるよう、広報・ＨＰ・行政メールを利用
してＰＲを図ります。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

地域活動やボランティア活動に参加してい
ただけるよう、広報・ＨＰ・行政メールを利用
してＰＲを図ります。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

地域活動やボランティア活動に参加してい
ただけるよう、広報・ＨＰ・行政メールを利用
してＰＲを図ります。

前進あり

－ - - 35.8
アンケートで地域活動やボランティア活動に参加していると
答える町民割合（初期値は平成２０年８月のアンケート調査
結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 26.9

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

地域活動やボランティア活動に参加して
いる人の割合

％ 23.5 40.0 50.0 町民課

成果指標（４）　P５４ 　問３５②
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

全体としては、満足と答えた人は45.5％
と6.0％減少し、また不満と答えた人は
0.6％減少しています。どちらともいえな
いと答えた人は5.6％増加しています。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで結果
が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成３２年度予定）まで結果が
見られない。

前進あり

－ － － 23.5
アンケートで町の広報・広聴活動に関する取り組み（広報紙
やホームページなど）について満足していると答える町民割
合（初期値は平成２０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 45.5

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の広報・広聴活動に関する取り組み（広報紙や
ホームページなど）についての満足度 ％ 48.3 50 60 政策課

成果指標（３）　P５１ 　問３４①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

とういん市民活動支援センターや関係
機関と連携して、広報・啓発活動を続け
ていく。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

とういん市民活動支援センターや関係
機関と連携して、広報・啓発活動を続
けていく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

とういん市民活動支援センターや関係
機関と連携して、広報・啓発活動を続
けていく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）
まで結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

とういん市民活動支援センターや関係
機関と連携して、広報・啓発活動を続
けていく。

前進あり

- - - 35.8
町内会活動など地域活動に参加している人の割合（初
期値は平成２０年８月のアンケート調査結果）（再掲）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

- - - - 26.9

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

地域活動やボランティア活動に参加し
ている人の割合

％ 23.5 40.0 50.0 町民課

成果指標（２）　P５４ 　問３５②
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

アパート等への単身世帯の増加などが
加入率の減少要因となっている。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アパート等への単身世帯の増加などが
加入率の減少要因となっている。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アパート等への単身世帯の増加などが加
入率の減少要因となっている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アパート等への単身世帯の増加などが
加入率の減少要因となっている。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アパート等への単身世帯の増加などが加
入率の減少要因となっている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アパート等への単身世帯の増加などが
加入率の減少要因となっている。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アパート等への単身世帯の増加などが
加入率の減少要因となっている。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アパート等への単身世帯の増加などが加
入率の減少要因となっている。

前進あり

85.1 84.3 82.2 自治会へ加入している世帯の割合

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

86.6 86.2 85.7 85.5 85.0

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

自治会加入率 ％ 86.8 88.0 90.0 町民課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

各自治会と連携して地域コミニ
ティ向上に努める。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予
定）まで結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

各自治会と連携して地域コミニティ
向上に努める。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予
定）まで結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

各自治会と連携して地域コミニティ
向上に努める。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予
定）まで結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予
定）まで結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

各自治会と連携して地域コミニティ
向上に努める。

前進あり

- - - 33.3
アンケートで、「住みたくない」と答えたうち、地域の行事や近
所づきあいが面倒と答える町民割合（初期値は平成２０年８
月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － - - 27.3

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

地域の行事や近所づきあいが面倒と答
える率

％ 29.1 20 15 町民課

成果指標（４）　P５ 　問３②
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

委託内容が主に草刈り作業であり危険性を
伴うことから懸念されている。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

委託内容が主に草刈り作業であり危険性を
伴うことから懸念されている。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

委託内容が主に草刈り作業であり危険性を伴う
ことから懸念されている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

委託内容が主に草刈り作業であり危険性を
伴うことから懸念されている。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

委託内容が主に草刈り作業であり危険性を伴う
ことから懸念されている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

委託内容が主に草刈り作業であり危険性を
伴うことから懸念されている。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

委託内容が主に草刈り作業であり危険性を
伴うことから懸念されている。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

委託内容が主に草刈り作業であり危険性を伴う
ことから懸念されている。

前進あり

14 14 13
町事業の委託を受けて公的業務（地域清掃や公園管理、道
路管理等）を行う自治会数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

14 14 14 14 14

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町事業の委託を受けて公的業務を行
う自治会数

自治会 14 16 18 町民課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■ ■

■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

社会保障・税番号制度導入にあた
り、全職員を対象として、個人情報
安全管理措置研修を実施した。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

新規採用職員への情報セキュリ
ティ研修会を実施した。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

新規採用職員向け特定個人情報制度に関
する研修会、特定個人情報安全管理及び
サイバーセキュリティに関する研修の実施
した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

新規採用職員への情報セキュリティ研
修会、幹部職員及び行政事務ＯＡ化プ
ロジェクト推進チームスタッフを対象とし
た自治体クラウド研修会を実施した。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

特定個人情報安全管理及びサイバーセ
キュリティに関する研修の実施とともに、監
査及び自己点検を実施した。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

全職員を対象とした情報セキュリ
ティ研修会を実施した。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

新規採用職員への情報セキュリ
ティ研修会を実施した。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

新規採用職員への情報セキュリティ研修会
を実施した。三重県市町村振興協会実施
の研修へ参加した。

前進あり

1 6 4 情報化推進委員会への研修実施状況報告より

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

1 2 3 1 2

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町職員に対する情報セキュリティ研修
回数

回 1 2 2 財政課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

町内の情報通信網は整備されており、
更に公衆無線LAN整備等を進め、町民
への情報通信サービスの提供を拡充す
る。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施まで結果が見られない。前進あり

－ － － 9.4
アンケートで、町の情報通信網（インターネット、ケーブルテレ
ビなど）の整備状況について満足と答える町民割合（初期値
は平成２０年８月のアンケート調査結果）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

－ － － － 38.0

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の情報通信網（インターネット、ケーブルテ
レビなど）の整備状況についての満足度 ％ 41.2 50 60 財政課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）　P１８ 　問１４①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■ ■

■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

平成２７年度英語と日本語の２ヶ国語の
東員町ＰＲパンフレットを作成した。
町ホームページ、ごみの分別案内、母
子手帳

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

平成２６年度新規刊行物はなし。
町ホームページ、ごみの分別案内、母
子手帳

３
１
年
度

概ね順調

説
明

平成３０年度防災ハザードマップを更新し、
日本語、英語、中国語、ポルトガル語を作
成。
町ホームページ、ごみの分別案内、母子手
帳

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

平成２５年度新規刊行物はなし。
町ホームページ、ごみの分別案内、母
子手帳

３
０
年
度

概ね順調

説
明

平成２９年度新規刊行物はなし。
町ホームページ、ごみの分別案内、母子手
帳

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

平成２４年度新規刊行物はなし。
町ホームページ、ごみの分別案内、母
子手帳

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

平成２３年度新規刊行物はなし。
町ホームページ、ごみの分別案内、母
子手帳

２
８
年
度

概ね順調

説
明

平成２８年度新規刊行物はなし。
町ホームページ、ごみの分別案内、母子手
帳

前進あり

3 3 4
外国語（併記）刊行物の発行種類数
各課の外国語刊行物など

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

3 3 3 3 4

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

外国語（併記）刊行物・電子媒体の発
行種類数

種
類

3 5 7 政策課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

大台町交流事業　29 東員町・大
台町子ども交流事業（大台町大
杉谷キャンプ）　25　（人）

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

大台町交流事業　33 東員町・大
台町子ども交流事業（大台町大
杉谷キャンプ）　20　（人）

３
１
年
度

概ね順調

説
明

東員町・大台町子ども交流事業（大台
町大杉谷キャンプ）　30（人）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

大台町交流事業　28　ＡＬＴ交流
事業　28　こどもカレッジ（大台
町大杉谷キャンプ）　19　（人）

３
０
年
度

概ね順調

説
明

東員町・大台町子ども交流事業（大台
町大杉谷キャンプ）　30（人）

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

大台町交流事業　23　食を通し
て国際交流　30　こどもカレッジ
20　（人）

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

大台町交流事業　41　食を通して国
際交流　25　こどもカレッジ　14
（人）

２
８
年
度

概ね順調

説
明

大台町交流事業　31（人）　東員町・大
台町子ども交流事業（大台町大杉谷
キャンプ）　40（人）

前進あり

71 30 30 交流事業の参加者数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

80 73 75 53 54

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

交流事業参加者数 ％ 110 160 210 町民課・社会教育課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■ ■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

商工祭、イオンモール東員での街頭活
動、人権週間、人権教育推進事業にて
啓発実施。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２６
年
度

概ね順調

説
明

商工祭、イオンモール東員での街頭活動、
人権週間、人権講演会、男女共同参画講座
にて啓発実施。

３１
年
度

概ね順調

説
明

東員マルシェ、男女共同参画連携映画祭、人権
教育・青少年育成推進事業にて啓発実施

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２５
年
度

概ね順調

説
明

商工祭、スーパー等での街頭活動、人権週
間、人権講演会、にて啓発実施。

３０
年
度

概ね順調

説
明

東員マルシェ、人権週間、人権教育・青少年育
成推進事業にて啓発実施

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２４
年
度

概ね順調

説
明

商工祭、人権週間、人権講演会、男女共同
参画講座、連携映画祭、住民活動支援講演
会にて啓発実施。

２９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明

２３
年
度

概ね順調

説
明

農業商工祭、人権週間、人権講演会、男女
共同参画講座、連携映画祭、住民活動支援
講演会にて啓発実施。

２８
年
度

概ね順調

説
明

東員マルシェ、イオンモール東員での街頭活
動、人権週間、人権教育・青少年育成推進事業
にて啓発実施。

前進あり

4 3 3 年間の人権啓発回数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

6 6 6 5 4

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

人権啓発回数 回 5 5 5 町民課

成果指標（２） 単位
２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値

担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

人権教育推進事業として社会教育課・町民課にお
いて共同で映画等開催。（402人）、また町民を対
象に桂　福車氏を講師に招き「差別ってなんやね
ん」をテーマに人権学習会（81人）を、女性の人権
を考える講座（43人）をそれぞれ開催。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

社会教育課・町民課において共同で開催阿
部祐二氏を講師に招き人権講演会を開催
（262人）、また教育関係者を対象に人権学
習会を開催（39人）

３
１
年
度

概ね順調

説
明

人権教育・青少年育成推進事業として町民課・社会教
育課共同で映画上映等を開催。（415人） また、町民を
対象とした人権講座･講演会も同じく共同で実施。「いの
ちの言葉プロジェクト」による人形劇の上演と講和」（73
人）を実施。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

一般町民を対象とした渡部陽一氏の人権講演会では、５４７名もの来場

者数を記録し、近年の来場者数を大きく上回り、広く町民に「人権」に触

れる機会の提供と教育をすることができました。また教育委員会におい

ても教育関係者（教育委員、社会教育委員、こどもカレッジ講座講師、公

民館講座講師など）を対象に人権学習会を開催しました。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

人権教育・青少年育成推進事業として社会教育課・町
民課において共同で映画等開催。（487人） また、町民
を対象とした人権講座･講演会を町民課と共同で実施。
「人権が尊重されるまちづくり条例制定に向けて」（75
人）を開催。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

人権講座と人権講演会を開催した。ま
た教育委員会において人権学習会を開
催した。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

人権講座と人権講演会を開催した。ま
た教育委員会において人権学習会を開
催した。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

人権教育・青少年育成推進事業として社会教育課・町
民課において共同で映画等開催。（314人）、また町民
を対象とした人権講座「タッピングタッチ」（49人）、人権
講演会「弓華が残してくれた命の重さ」（66人）、「私にで
きること」（26人）をそれぞれ開催。

前進あり

4 2 2 年間の人権講演会や研修会の開催回数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

3 3 3 3 3

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

人権講演会や研修会の開催回数 回 2 3 3 町民課・社会教育課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■

■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

6人の人権擁護委員を推薦し委嘱し
ている。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

6人の人権擁護委員を推薦し委嘱し
ている。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

6人の人権擁護委員を推薦し委嘱して
いる。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

6人の人権擁護委員を推薦し委嘱し
ている。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

6人の人権擁護委員を推薦し委嘱して
いる。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

6人の人権擁護委員を推薦し委嘱し
ている。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

6人の人権擁護委員を推薦し委嘱し
ている。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

6人の人権擁護委員を推薦し委嘱して
いる。

前進あり

6 6 6 人権擁護委員の人数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

6 6 6 6 6

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

人権擁護委員数 人 5 7 - 町民課

成果指標（４）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

人権擁護委員や関係機関と連携して、
広報・啓発活動を続けていく。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成27年度予定）まで
結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

人権擁護委員や関係機関と連携して、
広報・啓発活動を続けていく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成27年度予定）まで
結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

人権擁護委員や関係機関と連携して、
広報・啓発活動を続けていく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成27年度予定）まで
結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成27年度予定）まで
結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

人権擁護委員や関係機関と連携して、
広報・啓発活動を続けていく。

前進あり

- - - 11.4 町の人権教育・啓発に係る取り組みについての満足度

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

- - - - 11.7

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の人権教育・啓発に関する取り組みに
ついての満足度

％ 12.6 30 50 町民課

成果指標（３）　P４８ 　問３１①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■

■

■

■

■ ■

■

■

■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

地道な啓発の効果もあり、広く女性
の参画意識が高まってきている傾
向が見られる。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

地道な啓発の効果もあり、広く女性
の参画意識が高まってきている傾
向が見られる。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

地道な啓発の効果もあり、広く女性の
参画意識が高まってきている傾向が見
られる。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

地道な啓発の効果もあり、広く女性
の参画意識が高まってきている傾
向が見られる。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

地道な啓発の効果もあり、広く女性の
参画意識が高まってきている傾向が見
られる。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

地道な啓発の効果もあり、広く女性
の参画意識が高まってきている傾
向が見られる。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

地道な啓発の効果もあり、広く女性
の参画意識が高まってきている傾
向が見られる。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

地道な啓発の効果もあり、広く女性の
参画意識が高まってきている傾向が見
られる。

前進あり

28.6 28.9 29.5

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

28.1 26.8 28.5 28.4 26.7

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

審議会などにおける女性委員の比率 ％ 23.6 25 30 町民課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

連携映画祭（男女共同参画週間）、男女共
同参画講座、図書館内コーナー設置で啓発
実施。輝く女性とまちづくりのシンポジウムで
啓発。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

連携映画祭（男女共同参画週間）、男女共
同参画講座、北勢線啓発事業と合同啓発、
図書館内コーナー設置で啓発実施。公共交
通とまちづくりのシンポジウムで啓発。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

連携映画祭（男女共同参画週間）、男女共
同参画講座、世話焼き人講座、図書館内
コーナー設置で啓発実施。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

連携映画祭（男女共同参画週間）、男
女共同参画講座、シニアカレッジ、北勢
線啓発事業と合同啓発、図書館内コー
ナー設置で啓発実施。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

連携映画祭（男女共同参画週間）、男女共
同参画講座、世話焼き人講座、図書館内
コーナー設置で啓発実施。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

連携映画祭（男女共同参画週間）、福
祉祭り、人権講演会、男女共同参画講
座、住民活動支援講演会で啓発実施。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

連携映画祭（男女共同参画週間）、福
祉祭り、人権講演会、男女共同参画講
座、住民活動支援講演会で啓発実施。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

連携映画祭（男女共同参画週間）、男女共
同参画講座、ライフデザインセミナー男女
別、図書館内コーナー設置で啓発実施。

前進あり

5 5 4 年間の男女共同参画啓発回数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

5 5 5 5 5

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

男女共同参画啓発回数 回 5 5 5 町民課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画講座、男女共同参画
連携映画祭の実施。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画講座、男女共同参画
連携映画祭の実施。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画講座、男女共同参画連
携映画祭の実施

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画講座、シニアカレッ
ジ、男女共同参画連携映画祭の実
施。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画講座、男女共同参画連
携映画祭、世話焼き人講座（未婚晩婚
化対策事業）の実施

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画講座、シニアカレッ
ジ、男女共同参画連携映画祭の実
施。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画講座、シニアカレッ
ジ、男女共同参画連携映画祭の実
施。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画講座、男女協働参画連
携映画祭、ライフデザインセミナー（未
婚晩婚化対策事業）の実施

前進あり

4 4 2
年間の男女共同参画に関する講演会や研修会の開催
回数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

3 3 3 2 2

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

講演会や研修会の開催回数 回 1 1 1 町民課

成果指標（４）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画推進委員や関係機関と
連携して、男女共同参画に関する取り
組み・意識啓発を活動を続けていく。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成27年度予定）まで
結果が見られない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画推進委員や関係機関と
連携して、男女共同参画に関する取り
組み・意識啓発を活動を続けていく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成27年度予定）まで
結果が見られない。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画推進委員や関係機関と
連携して、男女共同参画に関する取り
組み・意識啓発を活動を続けていく。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成27年度予定）まで
結果が見られない。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

アンケート実施（平成２７年度予定）まで
結果が見られない。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

男女共同参画推進委員や関係機関と
連携して、男女共同参画に関する取り
組み・意識啓発を活動を続けていく。

前進あり

- - - 7.9
アンケートで、町の男女共同参画の推進に関する取り組み（男女平等
意識の啓発、委員会等への女性の登用など）について満足と答える
町民割合（初期値は平成２０年８月のアンケート調査結果

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

- - - - 10.0

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町の男女共同参画の推進に関する取り組み（男女平等
意識の啓発、委員会等への女性の登用など）について
の満足度

％ 12.8 30 50 町民課

成果指標（３）　P４９ 　問３２①
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■ ■

■ ■

■

■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

地方創生や高度化する業務に対応
するため研修メニューの充実と研修
機会を拡充した。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

高度化する業務に対応するため研
修メニューの充実と研修機会を拡
充した。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

多様化・高度化する業務に対応するため、
外部研修にも積極的に参加できるように周
知し、学ぶ機会を増やし、参加しやすい体
制を整えた。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

研修メニューの充実、自治大学校
への派遣を継続し、職員能力の向
上を図った。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

住民サービス、利便性向上のための研修を
幅広い世代で実施した。外部研修にも積極
的に参加できるように周知し、学ぶ機会を
増やし、参加しやすい体制を整えた。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

職員の経験年数や職に応じた研修
を実施し、人材育成を図った。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

新たに採用前職員の研修を実施
し、研修機会を拡大している。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

研修機会の拡大や受講しやすい職場
環境づくりを図るとともに、直面する課
題に対応する研修メニューを取入れ
た。

前進あり

66 75 80 研修開催（参加）回数

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

39 43 59 65 62

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

職員研修開催（参加）回数 回 13 15 15 総務課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

地方分権の進展、高度化、多様化する
町民ニーズや時代要請に的確に対応
するため、職員の増加が避けられない
状況にある。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

地方分権の進展、高度化、多様化する
町民ニーズや時代要請に的確に対応
するため、職員の増加が避けられない
状況にある。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

多様化する住民ニーズ、増え続ける行政需
要、再任用制度やワークライフバランスの
推進に対応するため、職員の増加が避けら
れない状況にある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

地方分権の進展、高度化、多様化する
町民ニーズや時代要請に的確に対応
するため、職員の増加が避けられない
状況にある。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

増え続ける行政需要、育児休暇、再任用制
度やワークライフバランスの推進に対応す
るため、また、障害者雇用を促進のため職
員の増加が避けられない状況にある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

地方分権の進展、高度化、多様化する
町民ニーズや時代要請に的確に対応
するため、職員の増加が避けられない
状況にある。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

計画に沿った職員採用を実施してい
る。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

増え続ける行政需要、育児・介護休暇、再
任用制度やワークライフバランスの推進に
対応するため職員の増加が避けられない
状況にある。

前進あり

213 214 211 定員管理による目標職員数（平成22年4月1日現在を初期値
とする）

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

200 203 202 205 210

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町職員数 人 200 200 200 総務課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■

■

■

■

■ ■

■

■

■

■

■ ■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

人事評価に基づく人事管理を行う
ため制度の見直しを行った。平成２
７年度はアンケートを実施していな
い。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

地方公務員法の改正があり制度の
見直しの準備を行った。平成２６年
度はアンケートを実施していない。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

人事評価制度のアンケートを実施した
ところ、納得性は86.7％となったが、昇
給に反映させるためにはより納得性を
上げる必要がある。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

現時点では把握できでいない。年
度末にアンケートを実施する予定。
制度の見直しを図る。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

人事評価の公平性と納得性を高める
ため評価水準の適正化を図った。管理
職員以上の勤勉手当に反映すること
ができた。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

制度構築から６年が経過しており、
運用方法等の見直しが必要であ
る。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

制度構築から５年が経過しており、
運用方法等の見直しが必要であ
る。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

人事評価の公平性と納得性を高める
ため全庁的に調整する仕組みを作り、
管理職員以上の勤勉手当に反映する
準備ができた。

前進あり

- - 86.7 人事評価制度のアンケートによる

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

67.5 66.0 75.5 - -

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

職員の人事評価制度の納得性 ％ 71.0 75 80 総務課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

法人町民税や固定資産税の伸びの影
響により、指標の率は上がっている。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

法人町民税や固定資産税の伸びの影
響により、指標の率は上がっている。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

法人町民税の減少により、指標の率は若
干弱まっている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

高齢化や不況等の影響による自主財
源の減少により、指標の率は若干落ち
てきている。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

生産年齢人口の減少とともに、町税が減少
傾向であり、財政力が若干弱まっている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

高齢化や不況等の影響による自主財
源の減少により、指標の率は若干落ち
てきている。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

高齢化や不況等の影響による自主財
源の減少により、指標の率は若干落ち
てきている。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

単年指標は落ちているが、過去2年増加傾
向であったため、3ヵ年平均値としては上
がっている。

前進あり

0.823 0.816 0.800
普通交付税、地方特例交付金及び臨時財政対策債発行可
能額算出資料による

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

0.761 0.731 0.728 0.756 0.795

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

財政力指数 ％ 0.817 0.830 0.850 財政課

４　みんなで目指す目標値

成果指標（１）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■

■

■

■ ■

■ ■

■

■

■
説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

健全財政の比率を維持している。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

健全財政の比率を維持している。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

未（8月下旬予定）前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

健全財政の比率を維持している。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

健全財政の比率を維持している。前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

健全財政の比率を維持している。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

健全財政の比率を維持している。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

健全財政の比率を維持している。前進あり

3.9 3.0 未
財政健全化法に基づく健全化判断比率等の算定によ
る

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

5.7 5.7 5.8 5.4 4.6

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

実質公債費比率 ％ 7.1 6.8 6.5 財政課

成果指標（３）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

義務的経費の増加により、指標の
率は上がってきている。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

概ね目標値に近い数値で維持して
いる。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

未（8月下旬予定）前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

概ね目標値に近い数値で維持して
いる。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

義務的経費は増加しているが、依存財源
（地方交付税）の増加で、指標の率は下
がってきている。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

概ね目標値に近い数値で維持して
いる。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

義務的経費の増加により、指標の
率は若干上がってきている。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

義務的経費の増加により、指標の率は上
がってきている。

前進あり

89.9 87.1 未 地方財政状況調査（普通会計決算統計）による

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

84.0 81.8 79.2 80.9 85.1

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

経常収支比率 ％ 81.1 80 80 財政課

成果指標（２）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課



■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■

■

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

目標値を若干下回ったが、３０％台
を維持できた。目標値を達成できる
ように、滞納整理事務を行う。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

目標は達成された。今後も町税（滞
納繰越分）収納率の向上を目標と
し、迅速かつ適正な滞納整理事務
を行うことが重要である。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

昨年度の同時期と同様に目標値を大
きく上回った。今後も収納率の維持向
上を目標とし、迅速かつ適正な滞納整
理を行う。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

既に３０％台を確保しており、昨年
度同時期と比較して約1.2ポイント
上回る見込みである。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

昨年度の同時期より約３０ポイント増と
なり、目標値を大きく上回った。収納率
の維持向上を目標とし、迅速かつ適正
な滞納整理を行う。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

昨年度の同時期と比較すると、１ポ
イントほど落ちているが、３０％台に
近い収納率を確保できる見込みで
ある。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

Ｈ２０年度から３０％台の高い収納
率を維持しており、Ｈ２３年度も３
０％台を確保することができた。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

目標値を３ポイントほど下回った。目標
を達成できるように、迅速かつ適正な
滞納整理事務を行う。

前進あり

28.83 59.40 57.84 町税（滞納繰越分）の収納率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

32.86 30.72 34.03 34.15 31.20

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町税（滞納繰越分）収納率の向上 ％ 31.85 → → 税務課

成果指標（５）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
７
年
度

概ね順調

説
明

昨年度の同時期で比較すると、収納率
が若干下回ったが、高水準を維持して
おり、目標値を達成することができた。

３
２
年
度

概ね順調

説
明

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
６
年
度

概ね順調

説
明

目標は達成された。今後も町税（現年
分）収納率の向上を目標とし、高い水準
を維持することが重要である。

３
１
年
度

概ね順調

説
明

昨年度の同時期と変わらない収納率
で、高い収納率を維持しており、目標を
達成することができた。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

２
５
年
度

概ね順調

説
明

昨年度の同時期で比較すると、収納率
は若干上回っており、目標値を達成で
きる見込みである。

３
０
年
度

概ね順調

説
明

昨年度の同時期より収納率が若干下
がったが、高い収納率を維持しており、
目標を達成することができた。

前進あり 前進あり

前進なし 前進なし

前進あり

前進なし 前進なし

２
４
年
度

概ね順調

説
明

昨年度の同時期と変わらないペースで
収納率が推移しており、目標値を概ね
達成できる見込みである。

２
９
年
度

概ね順調

達成度の評価と説明
２
３
年
度

概ね順調

説
明

Ｈ２４．４月末日時点では、昨年度の同
時期の収納率を上回っており、目標値
を達成することができた。

２
８
年
度

概ね順調

説
明

昨年度の同時期と変わらない収納率
で高水準を維持しており、目標を達成
することができた。

前進あり

99.43 99.40 99.47 町税（現年分）の収納率

２９
年度

３０
年度

３１
年度

３２
年度

取得方法

99.28 99.38 99.52 99.56 99.49

２３
年度

２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

町税（現年分）収納率の向上 ％ 98.5 98.6 98.8 税務課

成果指標（４）
単
位

２１年度
初期値

２７年度
中間目標値

３２年度
目標値 担当課


